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4)　測定項目 コンクリート工事編 10.MCR工法用シート 　気泡緩衝材の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3)　
監:監理報告書

1.レディーミクスト

1.工　事　概　要

No 測  定  項  目 　　　　測  定  器  具  等 　報告書     コンクリートの類別

1.工　事　名　称

1 ・ 階高(内法寸法) 鋼製巻尺、三次元計測器等 　・ 検・ 監

2 ・ 柱スパン(内法寸法) 鋼製巻尺、三次元計測器等 ・ 検・ 監 2.コンクリートの品質

2.施設構造・ 改修概要

3 ・ 架構(骨組)の対角寸法(内法寸法) 鋼製巻尺、三次元計測器、ピアノ線等 ・ 検・ 監

4 ・ 部材断面 ・ 検・ 監 設計基準強度 気乾単位 スランプ 適用箇所

構造等

 4－1 ・ 断面形状 設計図、目視等 Fc(N/mm2) 容積質量(t/m3) 　(cm)

 4－2 ・ 断面寸法(断面成、フランジ幅等) コンベックススケ－ル等 　2.3程度 ・15

・ 規模　　　　地上　　階　地下　　階　　塔屋　　階

 4－3 ・ 板厚 ノギス、超音波板厚計等 　又は

・ 面積　　　　延べ面積　　　　　　　　m2　建築面積　　　　　　　　m2

 4－4 ・ 材質 設計図、鋼材材質識別計等 　18

・ 建築年月　　　平成　　　年　　　　月

5 ・ 鉄筋の位置 設計図、鉄筋探査機、コンベックススケール等 ・ 検・ 監 ・12

構造改修概要

6 ・ コンクリ－トのひび割れの有無 目視、クラックスケール等 ・ 検・ 監

7 ・ コンクリ－ト強度 設計図、シュミットテストハンマ－等 ・ 検・ 監

8 ・ 現場作業範囲の確認 目視、コンベックススケ－ル等 ・ 検・ 監 　2.3程度 ・15

　又は

　18

(RC壁開口閉塞　　箇所、耐震スリット　　箇所、柱増打ち補修　　箇所)

　　安全対策についての方法等を明記すること。 ・12

6)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には監督職員の指示によること。

8)　その他

　　・ 工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行う 3.コンクリートの

　　　ものとする。 　　　　　　温度補正

(a)既存部材接合部(高力ボルト接合部及び溶接部)の現況調査
適用箇所　　　調査箇所:鉄骨大梁接合部 4.セメントの種類 セメントの種類

1.耐震改修工事仕様
　　　なお、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督職員と協議の

　　混合セメントのA種　　　うえ、別途調査を行うものとする。
1.共　通　仕　様　

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事標準仕様書(令和４年版)」(以下、「改修標準仕様書」とい

う。)ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕監修「公共建築工事 ※ 　普通ホ°ルトラント゛セメントの品質は、JISR5210に示された規定の他、次の規定に適合
標準仕様書(令和４年版)」(以下、「標準仕様書」という。) 　　ばならしなければならない。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

設計基準は下記によるものとし、施工にあたり参考にすること。 7d 352J/g 以下
水和熱

項　　　目章 特　　記　　事　　項 28d 402J/g 以下

・ 「学校施設の耐震補強マニュアル　RC造校舎編、S造屋内運動場編《2003年改訂版》」(文部科学省)

・ 「屋内運動場等の耐震性能診断基準」(平成18年版)(文部科学省大臣官房文教施設企画部)
鉄筋工事編

耐
震
改
修
工
事
（
鉄
筋
工
事
編
）

・ 「2011年改訂版　耐震改修促進法のための既存鉄骨造建築物の耐震診断及び耐震改修指針:同解説」
1.鉄筋 5.骨材の品質

　　((一財)日本建築防災協会) 規格 種別 呼び径 適用

・ 「2013年改訂版　既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」((一財)日本建築防災協会) ※ SR235　・ 　　※ 6φ　・ D6 ・ 9φ　・ 　　JIS　G3112
6.混和材料の種別

鉄筋コンクリート用棒鋼 ※ D16以下　・ 　※ SD295A ・ 　2.特　記　仕　様
※ D19以上　・ 　※ SD345　・ 　

　　　　　塩化物イオン量による区分は1種とする。

　　　　　また、防錆材を併用する場合はJIS A 6205による防錆材とする。)

・ 混和材(JIS　A　6201に適合するフライアッシュの1種又は2種若しくは4種、

2.溶接金網 網目の形状寸法及び鉄線の径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.2] 　　　　　JIS A 6206による高炉スラグ微粉末、
3)　特記事項に記載の[　　]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。　 　　　　　JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS　A　6202に適合する膨張材とする。)

規格 網目の形状寸法 鉄線の径(mm)　　　また、(　　)内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
網目の形状寸法及び鉄線の径

7.型枠特　　記　　事　　項章 JIS　G3551 ・ 　

コンクリート打設時の充填性確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は

一
般
事
項

　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との
3.鉄筋の材料試験 改修標準仕様書に従い材料試験を行う。但し規格品証明書又は原本相当規格証明書を提出し、監督 強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること接合がきわめて重要である。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面

職員の承諾を受けて省略することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.3]があるので特に次の点に十分注意すること。

4.鉄筋の継手 継手方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.4]

適用箇所規格 呼び径
　　ている場合はそれによる。

・ 打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)
・ 20mm　　・ 　

・ フレア溶接
・ 打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・ 10mm　　・ 20mm　　・ 　

鉄筋の継手位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.4][表8.3.2][表8.3.3] ・ 外装タイル後張り面の打増し処理
スタート

・ 20mm　　・ 　

打増し範囲　　　　
(1)測定箇所は全ての補強箇所とし、測定項目は下表による。

重ね継手 ・ 図示(床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面の打増し部に限る。)
  (測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する事。)

　主筋及び耐力壁の重ね長さ ・ 
(1)全ての補強箇所の既存取付部材及び補強部材の加工図を作成する。

加
工

図
の

作
成

鉄骨加工図
8.型枠(せき板) シアコネクタとセパレーターの兼用

(1)加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定をする。ハ.既存部材の加工(現場)
　　の組立原寸検査

5.帯筋 [8.3.3]
　　　合には、部材に打刻跡を残してはならない。

9.打放し仕上げの
　b.既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。

　　種別・ 種　　別 施　　　　工　　　　箇　　　　所

6.鉄筋のかぶり厚さ

(1)鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等 及び間隔

　で既存取付部の部品加工の準備をする。

表8.3.6による。)

施工箇所 表8.3.6の数値に加える寸法(mm)ホ.既存取付部材の部品加工(工場) (1)加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。
製品検査既

存
取

付
部

の
製
作
及

び
取
付

工
事

別　記　　　コンクリートの構造体強度補正値(S)塩害のおそれのある部分等 ・ 　　

(1)錆止め塗装は工場1回、現場1回(下記　ワ)とする。

最少かぶり厚さは目地底から算定する。 暑中における 8以上打設後28日までの平均気温 5以上 0以上5未満コンクリート
7.各部の配筋 構造関係共通図(配筋標準図)による。

取付検査 6(N/mm52) 3(N/mm52) 6(N/mm52) 6(N/mm52) 3(N/mm52) 6(N/mm52)割裂防止筋
1/1～7/142/28～7/14

千葉中央地区 7/15～9/7 該当なし12/2～2/27
9/8～12/319/8～12/1

　　　　　　　　　型枠は圧力に耐えるようにする事。 2/1～7/103/3～7/108.ガス圧接 圧接完了後の検査 11/22～3/2 7/11～9/3千葉北部地区 12/15～1/31　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける事。 9/4～11/21 9/4～12/14
　　　　　　　　注入圧力は5～10N/cm52 とする事。 2/7～7/143/4～7/14　箇所数 千葉西部地区 12/12～2/611/19～3/3 7/15～9/4(1)既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔 9/5～11/18 9/5～12/11

　等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。再
測

定

2/11～7/203/7～7/20　　　適用箇所 7/21～9/3北総地区 12/8～2/1011/18～3/6鉄骨加工図 9/4～11/17 9/4～12/7
(1)補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。 3/4～7/30

9/1～9/3012/25～3/3 7/31～8/31東総地区 該当なし
9/1～12/24　　　適用箇所

(1)上記　ホ.「既存取付部材の部品加工(工場)」参照の事。 3/1～7/22 1/25～7/22
11/28～2/29 7/23～9/3九十九里地区 12/31～1/24製品検査 9/4～12/309/4～11/27

(1)錆止め塗装は工場1回、現場1回(下記　ワ)とする。 2/28～7/14 6/16～7/14君津・ 　　　　適用箇所 12/2～2/27 7/15～9/7 該当なし及
び
取

付
工
事

木更津地区補
強

部
材
の

製
作

9/8～12/1 9/8～12/31
(1)上記　ハ.「既存部材の加工(現場)」参照の事。ヲ.補強部材の取り付け(現場) 2/22～7/20

12/9～2/21 7/21～9/4 9/5～7/20館山地区 該当なし取付検査 9/5～12/8
(1)仕上げは規定による。 2/23～7/28勝浦・ 　

仕
上
げ

12/13～2/22 7/29～8/31 該当なし9/1～7/28最終検査 鴨川地区 9/1～12/12
終了

・ 構造　　　　・ 鉄筋コンクリート造　　・ 壁式鉄筋コンクリート造　　・ 鉄骨造(屋根)　

・ 構造壁設置(鉄骨ブレース壁　　　　箇所、　塔屋RC壁　　　箇所、　　　　　　　　　　)

・ 柱設置(RC柱　　　箇所、S柱　　　箇所、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

・ 柱補強(鉄板巻き　　　　箇所、RC増し打ち　　　　箇所、　その他　　　　　　　　)

・ その他(RC袖壁　　　箇所、RC床　　　箇所、基礎補強　　　　　　　　　　　　    )

・ 「2017年版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・改修設計指針・同解説」((一財)日本建築防災協会)

2)　特記事項は、　・ 印のついたものを適用する。

　・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。。

　・ 印と　※ 印のついた場合は、共に適用する。

1)躯体寸法・部材寸法・階高寸法等は、実測による。

2)既存コンクリートとの一体化をはかること。

3)補強部材の製作は基本的に下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記され

凡例)既存取付部材・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。

　　　補強部材　　・・・上記以外の補強部分を示す。

　　　　　　　 　 ・・・立会検査を示す。

　　　　　　　 　 ・・・承認を示す。

  a.既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場

(２)ボルト接合・・・摩擦面はショット(グリッド)ブラストにより処理する事。

(３)溶接接合・・・既存部材溶接面はショット(グリッド)ブラストにより処理する事。

(2)溶接接合・・・予熱温度を厳守し溶接を行う事。

(3)グラウト圧入・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする事。

ロ.鉄骨加工図の作成

イ.既存部材寸法の測定

ニ.既存取付部の測定

ヘ.錆止め塗装(工場)

ル.錆止め塗装(工場)

ヌ.補強部材の加工(工場)

リ.ボルト孔位置の決定

　　　・ 構造図(　　　　　)による　　・ 　

・ 引張試験

　　　・ 構造図(　　　　　)による　　・ 　

　　　・ 構造図(　　　　　)による　　・ 　

※ 超音波探傷試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         [8.3.8](5.4.9)

※ ラップ長はピッチの2倍以上とし結束線で縛ること　　・ 図示　　　　　　　　　　　

・ 10　　　・ 柱・梁・壁及び庇等の外気に接する打放面

・ 耐久上不利な箇所の鉄筋の最少かぶり厚さは下表による(下表の適用箇所以外は、

・ 表8.3.6による

・ 図示

・ 改修標準仕様書　表8.3.2による

・ 図示

鉄筋及び溶接金網の最少かぶり厚さ　　　   　　　　　　　　　　　　　　[8.3.5][表8.3.6]

・ 図示

・ 重ね継ぎ手

・ ガス圧接

※ 100 ※ 6

5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得ること。なお、施工計画書には工事中の

※ 普通コンクリート

※ 24

・ 18

・ 21

※ 普通ポルトランドセメント又は

・ 高炉セメントB種 G
・ フライアッシュセメントB種 G

・ B(コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3以下)

※ 複合合板(JAS規格品とし監督職員の承諾を受けること)

・ 床型枠用鋼製デッキプレート

・ 

・ 改修標準仕様書8.2.6(f)(2)及び改修標準仕様書表8.2.4による

・ A種

※ B種

・ C種

千葉市・市原市・四街道市

我孫子市・柏市・鎌ヶ谷市・野田市・松戸市・流山市

成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市・印旛村

旭市・香取市・銚子市・東庄町

市川市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・印西市・白井市・本埜村

東金市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・山武市・一宮町・大網白里町・御宿町・九十九里町
白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村

木更津市・君津市・袖ヶ浦市・富津市

館山市・南房総市・鋸南町

勝浦市・鴨川市・大多喜町

セメントの種別　　　　　※ 普通ポルトランドセメント　　　・ 早強ポルトランドセメント

※ 難燃処理を行った合成樹脂製の気泡性緩衝シート　　・ 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.4][表8.1.4]

・ 兼用してもよい　　・ 兼用しない　　・ (　　　　　)　　　　　　　　　　 [8.7.8]

スリーブの材種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.7][表8.2.6]

打増し厚さ　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.7.8]

せき板の材料　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.7]

・ 混和剤(JIS　A　6204に適合するAE剤、AE減水剤または高性能AE減水剤とし、化学混和剤の

[8.2.5](6.3.2)

※ A                           　　             　　　　              [8.2.5](6.3.2)

※ 別記による 　　                　                               [8.2.5] [表8.2.4]

※ 1類　　　・ 2類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.3][表8.1.1](6.2.1)

鉄筋の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.1]　[表8.2.1]

(２)RC部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋探査機により既存鉄筋の位置を測定すること。

　　　　　　　　仮付溶接は母材を傷めない様に注意する事。

　　　　　　　　強風時(2m/s)は防風対策を行い作業する事。

(２)ボルト接合の摩擦面、溶接接合面の処理については「既存部材の加工(現場)」参照する事。

ワ.塗装(現場)

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

市　町　村　名地　区
本工事の

対象地区

普通ポルトランドセメント 　　　　早強ポルトランドセメントセメントの種類

補正値　(S)

暑中における
コンクリート0以上8未満

7/15～9/7

7/11～9/3

7/15～9/4

7/21～9/3

7/31～8/31

7/23～9/3

7/15～9/7

7/21～9/4

7/29～8/31

1)　項目は、番号に　　 印のついたものを適用する。

(1)ボルト接合・・・6.4に従い締め付けを行う。

7)　補強部材の寸法違いが生じた場合は監督職員の指示によること。

　　※ 全圧接部

　　・標準仕様書 5.4.9.(2)(i)による

　　の打込み

コンクリートの打込み工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.7.3][8.21.8]

　※ 流込み工法

　・ 圧入工法

既存構造体との取り合い

　※ 既存RC梁と増設壁との間隔を200mmとし、無収縮グラウトを圧入する。

　・ 　

(6.14.1～3)

※ 普通コンクリート

設計基準強度
Fc(N/mm2)

　※ 18

　・ 
　又は18

・ 12 

※ 15

　(cm)
スランプ 　セメントの種類

・ 普通ホ゜ルトラント゛セメント
　又は混合セメントのA種

・ 高炉セメントB種
・ フライアッシュセメントB種 ・ 設備基礎

・ 捨てコンクリート　保護コンクリート

・ 設備基礎

・ 捨てコンクリート　保護コンクリート

　　適用箇所

11.コンクリート

12.無筋コンクリート

[8.6.3](6.5.3)

　　ト150m3ごと及びその端数につき1回以上とする。

　　試験回数は、製造工場及びコンクリートの種類が異なるごとに1日1回以上、かつコンクリー

*圧縮強度試験 [8.8.3～6](6.9.3～6)

[8.6.4](6.5.4)
　　(財)国土開発技術研究センターの技術的評価を受けた塩化物量測定器により、試験値は同一

　　試料における3回の測定の平均値とする。

*塩化物量

　　JIS A 1156による。

*温度

　　JIS A 1116による。　許容範囲±3.5%

*軽量コンクリートの単位容積質量
[8.9.4](6.10.4)

[8.7.7](6.7.1)

　　JIS A 1116, JIS A 1118, JIS A 1128のいずれかを適用。　許容差±1.5

*空気量

スランプ　8～18　　許容差±2.5

スランプ　21　　　　許容差±1.5　　JIS A 1101による。

*スランプ

[8.8.2](6.9.2)
　　部分から採取してはならない。分取試料はコンクリート流の全横断面から採取する。

　　JIS A 1115による。但し、トラックアジテータから採取する場合は、排出の初めと終わりの

　試料採取方法

・ 実施する(箇所　　　　　　　　　)　　・ 実施しない　　　　　　　[8.2.5](6.3.2)
　試し練り検査

　　の試験
*印は第三者機関による試験13.コンクリート

　　　　現場封かん養生とする。

　　　　材齢が28日の場合は現場水中養生とし、材齢が28日を超え91日以内の場合は

　　　　1個ずつ3個採取する。

　　　　1回につき3個を標準とする。供試体は、適当な間隔をあけた任意の3台の運搬車から

　　　2)試験の回数は試料採取方法欄に示す回数とし、各回ごとに判定を行う。供試体本数は

　　　1)JASS5T-603 「構造体コンクリート強度推定のための圧縮強度試験方法」による。

　　　　　3回を1検査ロットとして合否を判定する。1回の供試体本数は3個を標準とする。

　　　1)JIS A 1108 「コンクリートの圧縮強度試験方法」による。

　　　2)試験は標準養生で材齢28日で行い、回数は試料採取方法欄に示す割合で行い、

　a)調合強度管理のための試験

　b)構造体コンクリート強度推定のための試験

原地区農業集落排水処理施設改修工事

1 1

1031.34 274.98

元

増打壁・床改修部等

1

一
般
事
項

1

2

3

耐
震
改
修
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
編
）

3

組立の形　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　     　　　[8.3.2]組立の形　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.1]

コンクリートの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.11.1]

[8.6.3](6.9.3)

※ 適用期間については配合計画書にて再度確認すること。

・ 頂版床改修　・ 水槽内壁新設　・ 水槽内中段床新設　・ 水槽内壁開口新設

増打壁・床改修部等

増打壁・床改修部等

増打壁・床改修部等

・ 「農業集落排水施設設計指針」（以下、「集排指針」という。）

・ 「集排指針」の腐食性環境による。

・ 27

・ 　

・ 水槽内

・水槽部躯体

　
　

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(構造特記仕様書（1）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-01 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺
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グラウト工事編 鉄骨工事編 15.ベースプレート モルタルの種別　　　　　　　　　　　　　(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.1)[8.2.12] 3.連続繊維シート巻き 材料・ 形状 [8.2.13]

耐
震
改
修
工
事
（
鉄
骨
工
事
編
）

耐
震
改
修
工
事
（
そ
の
他
）

1.材料 ・ 構造体用モルタル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.12] 1.鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.5](7.1.3) 　　下面のモルタル ・ 無収縮モルタル 採用した工法の規定を満足するもの

材料　　・ 改修標準仕様書[8.2.5] 圧縮強度 材質

圧縮強度　　・ 図示　　　　　・ 　 ・ 図示　　　・ 　 引張り強度(含浸硬化後)

フロー値　　・ 図示　　　　　・ 　 　材料、調合等 ・ 2500N/mm52　　以上　　　　　・ 3000N/mm52　　以上

・ 標準仕様書　7.2.9による ヤング係数(含浸硬化後)

材料の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.11] 　品質及び試験方法 ・ 2.35×1055　N/mm52　　程度　　・ 2.00×1055　N/mm52　　以上

・ 標準仕様書　表7.2.5による 工法
種　　類

工法の種別 ※ (一財)日本建築防災協会の評価を受けた工法 [8.24.1]
・ 無収縮グラウト 無収縮グラウトはプレミックスタイプとし、材齢28日:40.0N/mm2

・ 標準仕様書　表7.10.2 ・ 
以上とする。その他詳細は「改修標準仕様書8.2.11」による。

・ A種[モルタル厚さ50]　　　・ B種[モルタル厚さ30] 下地調整
・ 無収縮モルタル 無収縮モルタルはプレミックスタイプとし、材齢28日:45.0N/mm2

ひび割れ部の改修工法の種類
以上とする。その他詳細は「改修標準仕様書8.2.10」による。

　　・ 樹脂注入工法　　・ Uカットシール材充填工法　　・ シール工法

16.耐火被覆 種別　　　　　　　　　　　　　[8.18.1～9](7.9.2) 柱の隅角部の面取り

2.圧入工事 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.21.9] ・ ラス張りモルタル塗り　　　　　　・ 耐火材吹付け 　　※ 工法の評価内容による

　(既存構造体との 圧入工事はグラウトポンプ等により行い、空隙が密実に充填できるように計画すること。 ・ 耐火板張り　　　　　　　　　　　・ 図示

[8.25.1]　　　　　取合) グラウト材の撹袢にはアルミ羽の撹袢機は用いないこと。 所要性能(区分)

オーバーフロー管の流出先の高さは、圧入高さよりも10cm程度以上高くすること。 ・ 30分耐火(　　　　　　　　)　・ 1時間耐火(　　　　　　　　　　)

3.材料試験 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.12]改修標準仕様書8.2.11　による。

※ コンシステンシー試験

「J14ロート試験」による。1作業班ごとに午前と午後の作業開始前に測定する。

※ 圧縮試験

(1)供試体は、JIS A 1132(コンクリートの強度試験用供試体の作り方)に準じて、直径50mm

　高さ100mmの円柱とする。

(2)供試体の材令は3日、7日及び28日とし、養生は封かん養生とする。

(3)供試体の採取は、午前、午後の打設前、及び最終打設時の3回を標準とする。 18.鉄骨の試験

　数量は材例に応じてそれぞれ1体とする。ただし1日の打設料が3m53を超える場合、 　　　　及び検査

　増加量2m53当り1回を追加する。
[8.18.3](7.10.5)
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あと施工アンカー
工事編

耐
震
改
修
工
事
（
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事
編
）

1.あと施工アンカー あと施工アンカーの材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.12.1]

の材料

接合筋の種類　　　　　　　　　　　※ 鉄筋コンクリート用棒鋼　・ 

2.あと施工アンカー アンカー穿孔前に鉄筋探査機等を用いて障害物の確認をすること。

の施工 作業者の資格

※ 第一種あと施工アンカー施工士「(社)日本建築あと施工アンカー協会(JCAA)」

・ 

穿孔機械　※ ハンマードリル(メタルセンサーリールを使用する)　　・ 

穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること(下図ー1)

穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。

アンカー長さは、首下までの寸法とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.12.2]

カプセルはガラス管製を使用すること。

表ー1　(単位:mm)

1h' L

ス
タ

ッ
ド
長

2
L

(表ー2参考図)
表ー2　(単位:mm)

h'接着系アンカー径 1L L 2 ラップ長

60以上・ D16 ※ 160　・ 　 ※ 120　・ 　　 160

※ 200　・ 　 ※ 150　・ 　 80以上・ D19

130以上・ D22 ※ 250 ・ 200 ・   ※ 190  ・ 150 ・    220

失敗穴(無収縮モルタル等で補修)

アンカー芯▽
(図-1) 1.既存部分の [8.21.2]

耐
震
改
修
工
事
（
そ
の
他
）

　　　撤去・処理
アンカー芯より内側へあける。

[8.19.3][8.21.2][8.21.3]適用範囲

※ 既存コンクリートとの打ち継ぎ面
3.あと施工アンカー 打音確認　　※ 接着系アンカー(※ 全数　・ 　　　　　　)・ ※ 既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部

引張試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.12.7]の確認試験 ・ 
引張試験は、改修標準仕様書8.11.5により行うこと。 既存コンクリートの目荒しの範囲

・ 

既存コンクリートの目荒しの程度

・ 既存柱、梁面　　　打継ぎ面の全面

・ 既存壁　　　　　　打継ぎ面の全面

・ 既存床　　　　　　打継ぎ面の全面 

2.柱補強 ・ 溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法 [8.23.5]

・ 鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法 [8.23.6]

・ 連続繊維補強工法 [8.24.1]

・ 金属系アンカー(耐震補強用　等辺山形鋼固定用（補強プレート受け）)

※ 接着系アンカー (補強プレート接合部、各妻面、玄関、機械室等)

接着材の材質及びカプセルの種類　　※ 回転・打撃式ガラス管タイプ有機系カプセル

・ D22

・ D19

・ D16

・ D13

・ D10

接着系アンカー径 2

450

400

350

300

－

1

※190　・　(表ー1参考図)

L
2

L
1

ラ
ッ
プ

長

※100　・　

※130　・　

※160　・　

※220　・　

L :コンクリートの穿孔深さ

L1:アンカー筋の定着長さ

L2:アンカーの有効埋め込み長さ

L

L

アンカーの定着　※ RC増設部は表－1、S増設部は表－2

　　　　　　　　・ 図示（有効埋め込み長さは健全なコンクリート面からの長さとする）

190

・ 

17.製作精度 ※ (一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6[鉄骨精度検査基準]による。　　(7.3.3)

※ 通しダイアフラムの許容誤差

・ 全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

・ ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

　補強方法

　・ 「突合わせ継ぎ手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　・ 

*印は第三者機関による試験

・ 現寸検査　　・ 組立検査　　・ 製品検査

 立会検査

下記材料は、標準仕様書に従い材料試験を行う。但し規格品証明書又は原本相当規格証明書を

提出し、監督職員の承諾を受けて省略することができる。 [8.2.14](7.2.10)

*材料試験

　鋼材、スタッド、HTB、アンカー

溶接工の技量付加試験

・ JIS Z 3801, JIS Z 3841による(「鉄骨工事　3技術者資格等」参照)。

・ AW検定試験規定による。

・ AW検定有資格者は省略できる。

[8.15.3](7.6.3)

すみ肉溶接及び完全溶込溶接の自主検査 [8.15.11](7.6.11)

*すみ肉溶接及び完全溶込溶接の受入検査

　　7.2.1(1)「溶接部に引張力が作用する場合」による。検査は下表を対象とする。

[8.14.11](7.6.11)

100%

 30%

－

－
超音波探傷試験

第三者機関

外観検査

 30%

100%

 30%

100%100%100%

100% 100%

－

－
超音波探傷試験

製作工場

外観検査

100%

100%

現場溶接

工場溶接

現場溶接

工場溶接

溶接場所

すみ肉溶接

完全溶込溶接

高力ボルト締付け施工法の確認 [8.14.5](7.4.8)

トルシア形高力ボルトの締付け検査

1)外観検査及び超音波探傷試験(完全溶込溶接のみ)によるものとし、方法及び合否判定は

　　　自社基準による。検査は下表を対象とする。

1)外観検査及び超音波探傷試験(完全溶込溶接のみ)によるものとし、方法は日本建築学会

　　「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・ 同解説」による。合否判定は原則として

1)高力ボルトの締付け作業開始時に、工事で採用する締付け施工法に関する確認作業を行う。

2)確認の方法は、JASS 6 6.5[締付け施工法の確認]に準じるものとする。

改修標準仕様書[8.13.8(a)]による

[8.14.7](7.4.8)

JIS形高力ボルトの締付け検査

改修標準仕様書[8.13.8(b)]による

[8.14.7](7.4.8)

標準ホ゛ルト張力

標準ボルト張力(単位:kN)

262

M24M22

226

M20

182

M16

117

M12

62.6

ねじの呼び

(ホ゛ルトの等級)

2種(S10T、F10T)

*すべり試験

・ すべり耐力試験　　　　・ すべり係数試験

・ 行わない　　　・ 行う　　(摩擦面の状態　　　　　　　　　　　　　　　)

[8.14.2](7.4.2)

スタット゛溶接部の受入れ検査

溶接完了後、ハンマーにより15度打撃曲げ検査を行う。本数は100本又は梁・ 柱材1個に溶接

した本数のいずれか少ない方を1ロットとし、1ロットにつき1本とする。

[8.16.6](7.7.6)

既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。

騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。

・ 平均深さで2～5mm(最大で5～7mm)程度の凹面を、全体にわたってつける。ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。

・ はつり出し

※ 探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

スリット部の配管等の探査

4.スリットの施工 形状

　　　※ 完全スリット　　　　　・部分スリット

備考確認強度(kN)
引張試験

設計引張強度は、図示による。

ピッチ(mm)アンカー径

施工管理技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.6](7.1.4)

2. 鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

溶接条件

適用箇所

・ 図示　　　　　・ 柱、梁、ブレース、　　のフランジ端部の完全溶け込み溶接部

3.鋼材の材質
使　　　用　　　箇　　　所種　類　の  記　号 規 　格　 等

※  SS400  ・  SN400 ※ ブレース構成材　　・ 　

・ 　　 ・ 　　

・ 　　 ・ 　　

・ 　　 ・ 　　

4.高力ボルト 区分

・ トルシア形高力ボルト　2種(S10T)(建築基準法に基づき認定を受けたもの)

・ JIS形高力ボルト　2種(F10T)(JIS B 1186(摩擦接合用高力ボルト)

高力ボルトの径　

※ 図示　　　　・ 　

すべり係数試験

※ 行わない　　・ 行う

※ JIS規格

※ JIS規格

※ JIS規格

※ 図示　　　　　・ 　

※ 適用する　　　・ 適用しない

[8.2.9](7.2.2)

[8.2.10](7.2.5)

14.仮組み ・ 実施する　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　※ 実施しない　　[8.13.10]

13.溶融亜鉛メッキ

材料亜鉛メッキの種別 適用箇所

最小板厚6.0mm以上の形鋼、4.5mm以上の鋼板
※ 図示最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板
・ 　普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

めっき作業はJIS認定工場において行う。

素地ごしらえは、JIS H 8641溶融亜鉛メッキ作業標準による。

　・A種(HDZ55)

　・B種(HDZ45)

　・C種(HDZ35)

11.溶接工法 スカラップの形状

・ 改良型　　　・ 　

エンドタブの切除

・ 行う　　　　適用箇所:・ 全て　・ 構造図(　　　)による

・ 行わない

12.錆止め塗料 工場製作の素地調整は、ショット(グリッド)ブラストによる。 [7.3.2](18.3.2)
下記錆止め塗料を工場２回、現場１回塗りとする。

ただし、コンクリートに接する摩擦接合面及び高力ボルト接合部摩擦面は塗布しない。

(改修標準仕様書8.16.2による。)

鉄鋼面

錆止め塗料種別 適用箇所
・ JIS K5674(鉛・ クロムフリー)(1種) ・補強鉄骨材 A種
・ JASS18 M-111(水系さび止め) ・ 

B種
・ JIS K5674(鉛・ クロムフリー)(2種) ・ 

亜鉛メッキ鉄鋼面

錆止め塗料 適用箇所種別
・ JIS K5629(鉛酸カルシウム) ・ A種
・ JASS18 M-109(変性エポキシ樹脂フ゜ライマー)B種 ・ 
・ JASS18 M-111(水系さび止め)C種 ・ 

9.スタッド スタッドは、JIS B 1198 規格品とし、頭付きスタッドとする。

スタッドボルトが継手プレートに当たる場合は、原則としてプレートを避けて打つ。

(単位　:mm)

スタッド径 L1(首下までのスタッド長)

・ 16φ ※ 120(ダブル)　・ 　 1L

・ 19φ ※ 150(ダブル)　・ 　

・ 

10.ターンバックル JIS A 5540 規格品とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.6)

5.縁端距離、ホ゛ルト ※ 構造関係共通図(鉄骨標準図)1　縁端距離及びボルト間隔による [8.1.6](7.3.2)

　　間隔、ゲージ等

6.溶融亜鉛メッキ セットの種類

　　　　高力ボルト

摩擦面の処理

・ りん酸塩処理

すべり耐力の確認方法

・ 図示　　・ 　

7.溶接材料

JIS Z 3211,JIS Z 3214,JIS Z 3312,JIS Z 3313,JIS Z 3315,JIS Z 3320

JIS Z 3313,JIS Z 3183,JIS Z 3351,JIS Z 3352,JIS Z 3353

8.貫通ボルト 材質 (7.2.4)
・ 構造用(JIS B 1220)転造ネジ

・ 建方用(JIS G 3101)

・ SS400　　　・ 　

・ ABR400 　　・ ABR490(ボルト材質SNR490B)　　・SNR400B（溶融亜鉛メッキ）

次の規格品のうち、母材の種類・寸法及び溶接条件に適した種類のものとする。

※ ブラスト処理(表面粗度　50μmRz以上)

・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト(F8T相当)(建築基準法に基づき認定を受けたもの)

種別等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.12.4)(表14.2.2)

 　受けた(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の

・ 建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評定機関として認定を

・ 監督職員の承諾する製作工場

 　「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｍグレード」以上として国土交通大臣から認定を

 　受けた工場、又は同等以上の能力のある工場

D13 - 25

　　 入熱、パス間温度の

セットの種類

※ JIS規格

76

7

6
4

5

・ ・ 耐候性塗料塗り(ＤＰ)

溶接規準図 (注)f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長 (単位mm)

(1)　隅肉溶接

R≦2

(平継手　T形継手)

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

F.V

(2)　部分溶け込み溶接

(3)　完全溶込み溶接

t>16mm
溶接姿勢

t

t≦t1
t/4≦S≦10mm

θ=60° θ=60°

G=0

SS

D1D1
t

t1

121076

2

1

(使用箇所に注意)

厚とすることが望ましい
●軸力が加わる場合のSは母材と同

余盛は(1+0.1S)mm以下とする
●tはt1、t2の小なる方とする
●但し片面溶接の場合はS=tとする

t≦16mm
14～1611～138～107以下

S
t

t2

S

t1 SS

●両側に補強隅肉溶接を付加する

●補強隅肉溶接を付加する

●両側に補強隅肉溶接を付加する  AAG

θ=60°

R≦2

T形突合せ継手余盛

F.V

F.V

F.V

a>4mmの場合

削り面 平継手で板厚が異なるとき

t2

a
t1

5
1

t

t

のとき4mmとする)
f≧0.5mm(ただし、t≧15mm

θ=45°

f
R≦26

●AAG( )内はGCでF.Hの場合

f=t/4

溶接姿勢
t≧19mmt

t>19
12<t≦19
4<t≦12

t≦4

4
3
2
1

余盛の高さmmのど厚 t(mm)

1/3t

2/3t

G=0～2
f

θ=45°(55°)

f

5

89935899
89645899
56645566
Lt1GθLt1Gθ

35°
35°
45°

溶接姿勢
16≦t

12≦t<16
6≦t<12

t  mm
GCMC NGC

f=t/4

25mm以上
L t1

t

t

G
θ

R≦2

f
4

f=t/4

6<t<19mm
溶接姿勢

t

R≦2

f

f
G=0～2(裏はつり後裏溶接)

θ=45°

3

●両側に補強隅肉溶接を付加する

F.V

F.V

899
596
566

899
599
566

45°
35°

45°

35°
35°
45°

Lt1GθLt1Gθ

溶接姿勢
t>19

12≦t≦19
6<t<12

tmm
GCMC NGC

L
25mm以上

L G

f=t/4

t1
t

f

R≦2

θ

7

6<t<19mm
溶接姿勢

t

(裏はつり後溶接)

G=0～2
(裏はつり後溶接)

G=0～2

※ 図面に記載のあるものは図面による。

D16 - 40

D19 - 60

・高力ホ゛ルト軸力試験を行う

周囲はグラウト用型枠にて隙間なく固定すること。

・ 　　 ・ 　　 ※ JIS規格

　・外部に面する鋼材

　・ 施工図を作成し承認を得ること

　・ 溶接規準図

[8.2.8](7.2.1)

[8.20.4][表8.20.1)

工法

　　　・ ノンピック工法　　　　　・

(4)  フレアー溶接

Ｋ形の場合

８

9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

  溶接棒角度θは30°～40°とする

φ θ

B プレート

t
S

1225 8

寸法 (mm)

11
10

9

22
19

13
16

φ
7
8
9

4
4.5

7
6
5

B S

D10 - 15

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(構造特記仕様書（2）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-02 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(底板平面図（改修前）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-03 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺

中埋め土 放流ポンプ槽

底 版 平 面 図（改 修 前）

階段室

汚泥貯留槽

汚泥濃縮貯留槽

第２沈殿槽
第２接触ばっ気槽

接触ばっ気槽第１室

沈殿槽

流量調整槽

ポンプ室

搬入室

嫌気性ろ床槽第３室

ろ過ポンプ槽

逆洗ポンプ槽

流量調整槽

中埋め土

中埋め土

脱臭設備室

中埋め土

原水ポンプ槽
ばっ気沈砂槽

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

Y13

嫌気性ろ床槽第２室

嫌気性ろ床槽第２室

嫌気性ろ床槽第３室

接触ばっ気槽第２室

嫌気性ろ床槽第１室

嫌気性ろ床槽第１室

接触ばっ気槽第２室

接触ばっ気槽第１室

沈殿槽

第２接触ばっ気槽

第２沈殿槽

汚泥濃縮貯留槽 汚泥濃縮貯留槽

第２沈殿槽

沈殿槽

第２接触ばっ気槽

嫌気性ろ床槽第２室

嫌気性ろ床槽第３室

嫌気性ろ床槽第１室

接触ばっ気槽第２室

接触ばっ気槽第１室

中埋め土

W35 W35 W35 W35 W35 W35W35

W35 W35 W35 W35 W35 W35 W35W35

W
3
5

W
3
5

W3
5

W3
5

W25

W25 W25

W
2
0

W2
0 W20

W20

FG
1

FG
1

W20FG1

W
3
5

W
3
5

W
3
5

W3
5

W
35

W20

W20

W2
0

特記なき壁はW30とする。

A A

B B

C C

D D

E E

F F

G G

I
I

H
H

N
N

O
O

J
J

K
K

L
L

M
M

 

無筋コンクリート

撤去
既存壁一部撤去



中埋め土 放流ポンプ槽

底 版 平 面 図（改 修 後）

第1系列汚泥濃縮貯留槽

空き水槽

第3系列汚泥濃縮貯留槽

空き水槽
空き水槽

空き水槽

空き水槽
空き水槽

空き水槽

第2系列汚泥濃縮貯留槽

第1系列ばっ気槽第2室

第1系列沈殿槽

第2系列沈殿槽

第1系列ばっ気槽第1室

第2系列最初沈殿槽

第1系列最初沈殿槽

第3系列ばっ気槽第2室 第3系列ばっ気槽第1室

空き水槽

第3系列沈殿槽

第3系列最初沈殿槽

空き水槽

ポンプ室

搬入室

空き水槽空き水槽

空き水槽

空き水槽
空き水槽

空き水槽

空き水槽

中埋め土

中埋め土

脱臭設備室

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

Y13

流量調整槽 流量調整槽

第2系列ばっ気槽第2室第2系列ばっ気槽第1室

空き水槽

空き水槽 空き水槽

階段室

汚泥貯留槽

中埋め土

空き水槽
空き水槽

空き水槽

空き水槽

空き水槽

A A

B B

C C

D D

E E

F F

G G

I
I

H
H

N
N

O
O

中埋め土

J
J

K
K

L
L

M
M

既存水槽内上

底版増し打ち

既存水槽内面

      壁新設

既存水槽内

壁新設

既存水槽内

無筋コン増し打ち

既存水槽内

無筋コン増し打ち

既存水槽内

無筋コン増し打ち

既存水槽内

無筋コン増し打ち

既存水槽内上

底版増し打ち

既存水槽内

壁新設

既存水槽内面

      壁新設

既存水槽内面

      壁新設

既存水槽内上

底版増し打ち

既存水槽内

壁新設

既存水槽内

無筋コン増し打ち

既存水槽内

無筋コン増し打ち

既存水槽内

壁新設

既存水槽内

壁新設

既存水槽内

壁新設

 

開口新設

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(底板平面図（改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-04 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



中 段 床 平 面 図（改 修 前）

消毒槽

脱離液ポンプ槽

ばっ気沈砂槽

脱離液ポンプ槽

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

Y13

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

流入室

流入室

中段床部撤去

A A

B B

C C

D D

E E

F F

G G

I
I

H
H

N
N

O
O

J
J

K
K

L
L

M
M

既存壁一部撤去

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(中段床平面図（改修前）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-05 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

Y13

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

中 段 床 平 面 図（改 修 後）

消毒槽

脱離液ポンプ槽

ばっ気沈砂槽

脱離液ポンプ槽

空き室

第3系列汚泥計量槽第2系列汚泥計量槽

第1系列汚泥計量槽

A A

B B

C C

D D

E E

F F

G G

I
I

H
H

N
N

O
O

J
J

K
K

L
L

M
M

水張り 水張り 水張り 水張り 水張り 水張り 水張り 水張り

水張り 水張り 水張り 水張り

水張り

水張り

既存水槽内

中段床新設

既存水槽内

中段床新設

既存水槽内

中段床新設

既存水槽内面

      壁新設

既存水槽内面

      壁新設

既存水槽内

壁新設

既存水槽内

壁新設

既存水槽内面

      壁新設

既存水槽内

壁新設

壁開口新設

既存水槽内

中段床新設

既存水槽内

壁新設

連通口新設

連通口新設

連通口新設

連通口新設

連通口新設

連通口新設

連通口新設

開口新設

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(中段床平面図（改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-06 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



頂 版 平 面 図（改 修 前）

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

Y13

部は仕上げ及び躯体撤去範囲を示す。

既存鉄筋は新設躯体との接続の為、必要分残すこと。

床スラブ撤去の際は床下に十分なサポートを設けること。

A A

B B

C C

D D

E E

F F

G G

H
H

I
I

N
N

O
O

J
J

K
K

L
L

M
M

管理室

階段室

ブロワー室

電気室

発電機室

搬入室

壁撤去

（機械架台撤去）

（機械架台撤去）

（機械架台撤去）

（機械架台撤去）

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(頂版平面図（改修前）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-07 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



頂 版 平 面 図（改 修 後）

DN

DN

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

Y13

部は仕上げ及び躯体新設範囲を示す。

A A

B B

C C

D D

E E

F F

G G

I
I

H
H

N
N

O
O

L
L

J
J

K
K

M
M

脱水機・乾燥機室

ブロワー室

階段室

搬入室

流量調整室

管理室ばっ気
沈砂槽排砂槽

破砕機

細目ｽｸﾘｰﾝ 粗目ｽｸﾘｰﾝ

（機械架台新設）

（機械架台新設）

（機械架台新設）

間仕切壁新設

流入室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(頂版平面図（改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-08 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



A - A 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

改修前

改修後

A - A 断 面 図

▽WL ▽WL
▽WL ▽WL ▽WL ▽WL

▽WL ▽WL

嫌気性ろ床槽第３室 接触ばっ気槽第１室 第２接触ばっ気槽 第２沈殿槽 第２沈殿槽 第２接触ばっ気槽 接触ばっ気槽第１室 嫌気性ろ床槽第３室

空き水槽 空き水槽 空き水槽 空き水槽 空き水槽 空き水槽 空き水槽 空き水槽

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

壁増打

床増打

壁増打

水を張る 水を張る 水を張る 水を張る 水を張る 水を張る 水を張る 水を張る

▽WL ▽WL ▽WL ▽WL ▽WL ▽WL ▽WL ▽WL

壁増打

床増打

壁増打

開口閉塞 開口閉塞

▽GL

▽GL

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽A-A断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-09 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

B - B 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

B - B 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

▽WL

嫌気性ろ床槽第３室

▽WL

接触ばっ気槽第２室

▽WL ▽WL

沈殿槽 汚泥濃縮貯留槽

▽WL

汚泥濃縮貯留槽

▽WL

沈殿槽

▽WL

接触ばっ気槽第２室

▽WL

嫌気性ろ床槽第３室

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

開口閉塞開口新設 開口新設 開口新設 開口閉塞 開口新設

壁新設

床新設 ▽WL
▽WL ▽WL

▽WL ▽WL ▽WL

連通口新設 連通口新設

連通口新設

壁新設

床新設

水槽内無筋コン増打ち 水槽内無筋コン増打ち

▽GL

▽GL

第２系列最初沈殿槽 空き水槽 空き水槽 第２系列沈殿槽 第２系汚泥濃縮貯留槽 第３系汚泥濃縮貯留槽 第３系列沈殿槽 空き水槽 空き水槽 第３系列最初沈殿槽

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽B-B断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-10 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

C - C 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

C - C 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

嫌気性ろ床槽第２室

▽WL

第２系列ばっ気槽第１室

▽WL

▽HWL ▽HWL

▽WL ▽WL

▽HWL

▽LWL ▽LWL ▽LWL

嫌気性ろ床槽第１室 ポンプ室

第２系列ばっ気槽第２室 第３系列ばっ気槽第２室 第３系列ばっ気槽第１室ポンプ室 空き水槽 流量調整槽 流量調整槽
▽HWL

▽LWL

▽HWL

▽LWL

ろ過ポンプ槽 流量調整槽 流量調整槽 嫌気性ろ床槽第１室 嫌気性ろ床槽第２室

仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去

▽WL ▽WL

開口新設開口新設 開口新設 開口新設

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

▽WL

▽WL ▽WL

水を張る

▽GL

▽GL

連通口新設 連通口新設

水槽内無筋コン増打ち 水槽内無筋コン増打ち

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽C-C断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-11 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

D - D 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

D - D 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13

嫌気性ろ床槽第２室

▽WL ▽WL

▽HWL ▽HWL▽HWL

▽LWL
▽LWL ▽LWL

嫌気性ろ床槽第１室 汚泥貯留槽 逆洗ポンプ槽 流量調整槽 流量調整槽

原水ポンプ槽

ばっ気沈砂槽

▽WL

▽LWL

▽HWL

▽WL

流入室

▽WL

▽HWL ▽HWL

▽LWL ▽LWL

汚泥貯留槽 空き水槽 流量調整槽 流量調整槽

空き水槽

空き水槽

▽WL

空き室第１系列ばっ気槽第１室 第１系列ばっ気槽第２室

空き水槽

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

仕上げ・躯体撤去

無筋コンクリート撤去

間仕切り壁新設

開口閉塞・新設 開口閉塞・新設

▽GL

▽GL

水槽内無筋コン増打ち
埋め土

壁新設

床新設水を張る
▽WL

▽WL

開口新設

連通口新設

壁一部撤去

管理室流入室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽D-D断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-12 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

E - E 断 面 図

E - E 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X10 X12 X13X7

▽WL

汚泥貯留槽

空き水槽

▽WL

空き室第１系列ばっ気槽第１室 第１系列ばっ気槽第２室

空き水槽

X1 X2 X3 X4 X6 X10 X12 X13X7

嫌気性ろ床槽第２室

▽WL ▽WL

嫌気性ろ床槽第１室 汚泥貯留槽

原水ポンプ槽

▽WL

▽LWL

▽HWL

流入室

▽LWL

▽HWL

▽WL

消毒槽 放流ポンプ槽

中埋め土

消毒槽 放流ポンプ槽

▽LWL

▽HWL

▽WL

中埋め土中埋め土

▽WL

▽GL

▽GL

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

開口新設開口新設

水槽内無筋コン増打ち

連通口新設

壁新設

床新設

床新設

仕上げ・躯体撤去

仕上げ・躯体撤去

無筋コンクリート撤去

管理室流入室

間仕切り壁新設

仕上げ・開口新設

管理室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽E-E断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-13 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

F - F 断 面 図

F - F 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X13

X1 X2 X3 X4 X6 X13

▽WL

嫌気性ろ床槽第３室

▽WL

接触ばっ気槽第２室

▽WL ▽WL

沈殿槽 汚泥濃縮貯留槽 脱臭設備室 階段室

X11X9

▽WL

第１系列最初沈殿槽

▽WL
▽WL

第１系列沈殿槽 第１系列汚泥濃縮貯留槽 脱臭設備室 階段室

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

開口閉塞開口新設 開口新設

壁新設

床新設

水槽内無筋コン増打ち

▽GL

▽GL

電気室 階段室ブロワー室

仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去

脱水機・乾燥機室 階段室ブロワー室

X11X9

空き水槽 空き水槽

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽F-F断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-14 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

G - G 断 面 図

G - G 断 面 図

X1 X2 X3 X4 X6 X13

▽WL ▽WL
▽WL ▽WL

嫌気性ろ床槽第３室 接触ばっ気槽第１室 第２接触ばっ気槽 第２沈殿槽

X1 X2 X3 X4 X6 X13

脱臭設備室 搬入室

X9 X11

仕上げ・躯体撤去

▽WL ▽WL ▽WL ▽WL

脱臭設備室 搬入室

開口閉塞

壁増打

床増打

壁増打

空き水槽
水を張る

空き水槽
水を張る

空き水槽
水を張る

空き水槽
水を張る

ブロワー室 電気室 発電気室

▽GL

▽GL

仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

仕上げ・躯体撤去

X11

ブロワー室 脱水機・乾燥機室

X9

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽G-G断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-15 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

H - H 断 面 図

H - H 断 面 図

Y1 Y5 Y9 Y12 Y17

Y1 Y5 Y9 Y12 Y17

▽WL

嫌気性ろ床槽第３室 嫌気性ろ床槽第２室

▽WL

嫌気性ろ床槽第２室

▽WL ▽WL

嫌気性ろ床槽第３室

▽WL

▽WL

空き水槽
水を張る

第２系列
最初沈殿槽

第２系列ばっ気槽第１室 第１系列ばっ気槽第１室 第１系列
最初沈殿槽

空き水槽
水を張る

▽WL

▽WL

開口閉塞

壁新設

床増打

開口新設 開口新設 開口新設

壁新設

床増打

開口新設 開口閉塞

▽WL ▽WL

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去

▽GL

▽GL

水槽内無筋コン増打ち水槽内無筋コン増打ち

連通口新設 連通口新設

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽H-H断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-16 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

I - I 断 面 図

I - I 断 面 図

Y1 Y5 Y9 Y12 Y17

▽WL

接触ばっ気槽第１室

▽WL

接触ばっ気

▽WL

嫌気性ろ床槽第１室
槽第２室

▽WL

嫌気性ろ床槽第１室

▽WL

接触ばっ気
槽第２室

▽WL

接触ばっ気槽第１室

Y1 Y5 Y9 Y12 Y17

▽WL ▽WL

仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

開口新設開口新設 開口新設 開口新設

空き水槽
水を張る

▽WL

空き水槽
水を張る

▽WL

▽GL

▽GL

水槽内無筋コン増打ち 水槽内無筋コン増打ち

空き水槽 空き水槽

壁新設 壁新設

第２系列
汚泥計量槽

第２系列ばっ気槽第２室

連通口新設

第１系列ばっ気槽第２室

第１系列
汚泥計量槽

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽I-I断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-17 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

J - J 断 面 図

J - J 断 面 図

Y1 Y6 Y9 Y16 Y17Y2

▽WL

第２接触ばっ気槽

▽WL

沈殿槽 ポンプ室 汚泥貯留槽

▽WL ▽WL

沈殿槽

▽WL

第２接触ばっ気槽

Y11

Y1 Y6 Y9 Y16 Y17Y2

▽WL
▽WL

第２系列沈殿槽 ポンプ室 汚泥貯留槽

▽WL ▽WL
▽WL

Y11

▽GL

▽GL

空き水槽
水を張る

第１系列沈殿槽 空き水槽
水を張る

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽J-J断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-18 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

K - K 断 面 図

K - K 断 面 図

Y1 Y6 Y8 Y14 Y17Y4

階段

Y11

▽WL

第２沈殿槽

▽WL

汚泥濃縮貯留槽

▽HWL

▽LWL

ろ過ポンプ槽
▽HWL

▽LWL

逆洗ポンプ槽 消毒槽

▽WL

中埋め土

第２沈殿槽汚泥濃縮貯留槽

▽WL
▽WL

Y7 Y10

Y1 Y6 Y8 Y14 Y17Y4

階段

Y11

▽WL ▽WL

第２系列

▽WL
▽WL

消毒槽

▽WL

中埋め土

▽WL ▽WL

Y7 Y10

▽GL

▽GL

汚泥濃縮貯留槽
空き水槽
水を張る

空き水槽
水を張る

第１系列
汚泥濃縮貯留槽

空き水槽
水を張る

空き水槽
水を張る

流量調整室

流量調整室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽K-K断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-19 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

L - L 断 面 図

L - L 断 面 図

Y1 Y6 Y17Y4 Y11

▽WL

第２沈殿槽

▽WL

汚泥濃縮貯留槽 消毒槽

▽WL

中埋め土

Y10

▽HWL

▽LWL

流量調整槽 脱臭設備室

Y1 Y6 Y17Y4 Y11

▽WL ▽WL

第３系列 消毒槽

▽WL

中埋め土

Y10

▽HWL

▽LWL

流量調整槽 脱臭設備室

▽GL

▽GL

汚泥濃縮貯留槽
空き水槽
水を張る

流量調整室 ブロワー室

連通口新設

流量調整室 ブロワー室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽L-L断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-20 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

M - M 断 面 図

M - M 断 面 図

Y1 Y6 Y17Y2

▽WL

第２接触ばっ気槽

▽WL

沈殿槽

Y11

▽HWL

▽LWL

流量調整槽 脱臭設備室

▽LWL

▽HWL

放流ポ
ンプ槽

Y1 Y6 Y17Y2

▽WL
▽WL

Y11

▽HWL

▽LWL

流量調整槽 脱臭設備室

▽LWL

▽HWL

放流ポ
ンプ槽

Y10

Y10

▽GL

▽GL

第３系列沈殿槽空き水槽
水を張る

流量調整室 電気室

流量調整室 脱水機・乾燥機室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽M-M断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-21 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

N - N 断 面 図

N - N 断 面 図

Y1 Y5 Y9 Y17

▽WL

Y1 Y5 Y9 Y11 Y17

▽WL

接触ばっ気槽第１室

▽WL

接触ばっ気

▽WL

嫌気性ろ床槽第１室
槽第２室

流入室 階段室 搬入室

▽LWL

Y13

▽HWL
原水ポンプ槽

管理室 階段室 発電機室

階段室 搬入室

流入室 階段室 脱水機・乾燥機室

Y11 Y13

仕上げ・躯体撤去仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

無筋コンクリート撤去

仕上げ・躯体撤去

空き水槽
水を張る

▽WL

開口新設開口新設

躯体一部撤去

開口新設

Y9 Y11

第３系列ばっ気槽第２室

空き水槽

▽WL

水槽内無筋コン増打ち

空き水槽 空き水槽

壁新設

床新設

床新設

▽GL

▽GL

第３系列
汚泥計量槽

床新設

空き水槽 空き水槽

流入室

X10通り壁

ばっ気
沈砂槽

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽N-N断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-22 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



改修前

改修後

O - O 断 面 図

O - O 断 面 図

▽WL

嫌気性ろ床槽第３室 嫌気性ろ床槽第２室

▽WL

流入室 階段室 搬入室

管理室 階段室 搬入室

空き水槽 第３系列ばっ気槽第１室

▽WL

空き室 階段室 搬入室

管理室 階段室 搬入室

Y1 Y5 Y9 Y11 Y17Y13

Y1 Y5 Y9 Y11 Y17Y13

第３系列
最初沈殿槽

仕上げ・躯体撤去 仕上げ・躯体撤去

▽WL

水を張る

開口新設開口閉塞

壁新設

床増打

▽GL

▽GL

水槽内無筋コン増打ち

開口新設

連通口新設 連通口新設

▽WL

中埋め土

中埋め土

躯体一部撤去

埋め土

開口新設

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽O-O断面図（改修前・改修後）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-23 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



40d

新設開口

新設開口

開口補強筋

2-D16

あと施工アンカー

2-D16

あと施工アンカー

2-D16

あと施工アンカー

2-D13

既存床配筋

 スラブ厚 200mm

←D13@200 ダブル

 ↑ D13@100 ダブル

開口補強筋

2-D16

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

Y5

新設開口

あと施工アンカー

2-D16

X1

Y9

Y1

X2 X3

あと施工アンカー

2-D13

あと施工アンカー

2-D16

開口補強筋

2-D16

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

あと施工アンカー

2-D13

あと施工アンカー

2-D13

あと施工アンカー

2-D16

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

あと施工アンカー

2-D13
新設鉄筋D13

（縦横・上下）

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

あと施工アンカー

2-D13

あと施工アンカー

2-D13

開口補強筋

2-D16

新設鉄筋D13

（縦横・上下）

あと施工アンカー

2-D16

新設開口

既存床配筋

 スラブ厚 200mm

←D13@200 ダブル

 ↑ D13@100 ダブル

あと施工アンカー

2-D16

既存躯体切断面
鉄筋錆止め塗装
躯体樹脂モルタル補修

既存躯体切断面
鉄筋錆止め塗装
躯体樹脂モルタル補修

A

Y2

Y3

Y6

新設開口

頂版改修部配筋詳細図

新設連通口配筋詳細図

壁に接する場合 壁に接しない場合

あと施工アンカー

2-D16

あと施工アンカー

2-D16

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

・新設開口の周囲200mm程度で既存鉄筋斫り出し。

・補強筋配置、型枠設置後無収縮グラウト圧入。

壁頂部補強筋

壁縦筋と同径同ピッチ

・壁頂部の両側に床版が無い場合は、

　壁頂部補強筋を設置する。

壁頂部補強筋

頂版改修部

開口補強筋

既存躯体切断面
鉄筋錆止め塗装
躯体樹脂モルタル補修

部分

既存床配筋

 スラブ厚 200mm

←D13@200 ダブル

 ↑ D13@100 ダブル

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(頂版改修部等配筋詳細図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-24 1/70

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



GL

あと施工アンカー

D13@200シングル
スパイラル筋φ6@50径120

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

X1 X2

縦筋D13@100

横筋D13@100

Y1

A

あと施工アンカー

D13@200シングル

あと施工アンカー

D13@200シングル

縦筋D13@200

横筋D13@100

縦筋D13@200

横筋D13@100

X1 X2

横筋D13@100

縦筋D13@200

横筋D13@100

縦筋D13@200

縦筋D13@200 D13@100

D13@200

スパイラル筋φ6@50径120

新設壁上部グラウト

モルタル圧入

スパイラル筋φ6@50径120

新設壁上部グラウト

モルタル圧入

横筋D13@100

縦筋D13@100

D13@200

D13@100

あと施工アンカー

D13@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D13@400シングル

Y1 A

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

・補強部材に接する躯体面の表面仕上げ材、モルタル等は撤去し、
　コンクリート面の目荒らしを行うこと。

・あと施工アンカーは、既存鉄筋位置を鉄筋探査機等で確認後施工すること。

あと施工アンカー

D19@200シングル

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

あと施工アンカー

D19@200シングル

4-D16 4-D16A

B

A - A 断面図 B - B 断面図

C

C - C 断面図

Y1 A

スパイラル筋φ6@50径120

新設壁上部グラウト

モルタル圧入

あと施工アンカー

D13@400シングル

横筋D13@100

縦筋D13@200

D13@200

D13@100

底版部配筋図 側面壁配筋図

・幅止め筋はD10@1000とする。

最初沈殿槽仕切り壁配筋詳細図

D13@100

D13@100

第１～３系列最初沈殿槽
共通事項

D16 D16

あと施工アンカー

D13@400シングル

開口部

あと施工アンカー

D13@400シングル

底版部

側面壁 側面壁

4-D16

開口のない場所はアンカー打ち

D16

D16

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽内改修部配筋詳細図(1))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-25 1/70

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



GL

X2 X3

横筋D13@200

縦筋D13@200

D13@200

D13@200

Y3

Y5

縦筋D13@200
横筋D13@200

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

A

BC

A - A 断面図

Y3 Y5

B - B 断面図

Y3 Y5

C - C 断面図

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D13@200ダブル

あと施工アンカー

D13@200ダブル

D13@200

D13@200

あと施工アンカー

D13@200ダブル

あと施工アンカー

D13@200ダブル

X2 X3

あと施工アンカー

D13@200ダブル

あと施工アンカー

D13@200ダブル

2-D16

2-D16

床受け壁配筋図 中段床部配筋図

第１～３系列汚泥計量槽

D13@200

型枠
搬出用
開口

2-D16 2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽内改修部配筋詳細図(2))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-26 1/70

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



X10 X12 X10 X12 Y9 Y11

4-D16 4-D16 4-D16

4-D16 4-D16 4-D16

4-D16 4-D16

Y9

Y11
4-D16 4-D16 4-D16 2-D16

4-D16 4-D16 2-D16

4-D16 4-D16 4-D16 2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工

アンカー

D19@200

シングル

A A

A - A 断面図（鉛直）

B B

B - B 断面図（鉛直）

CD

C - C 断面図（鉛直）

D - D 断面図（鉛直）

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200
横筋D13@200

縦筋D13@200
横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200
横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

D13@200 D13@200

E E E

横筋D13@200

縦筋D13@200

D13@200

D13@200

横筋

D13@200

縦筋

D13@200

E - E 断面図（水平）

F F F

F - F 断面図（水平）

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200 横筋D13@200

縦筋D13@200

既存鉄筋は新設躯体に定着

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

既存鉄筋は新設躯体に定着

横筋D13@200

縦筋D13@200

既存鉄筋は新設躯体に定着既存鉄筋は新設躯体に定着

躯体切断面補修

鉄筋錆止め塗装の上

樹脂モルタル塗

既存鉄筋は新設躯体に定着

D13@200

D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋

D13@200

縦筋

D13@200

G H I J

K

L

M

流入室部

GL

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

2-D16

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

あと施工アンカー

D19@200シングル

D13@200

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

シアコネクター

D13@400縦横

（ナット付）

K

L

M

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽内改修部配筋詳細図(3))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-27 1/70

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



Y9 Y11
G - G 断面図（鉛直）

あと施工アンカー

D19@200シングル

Y9 Y11
H - H 断面図（鉛直）

あと施工アンカー

D19@200シングル

Y9 Y11
I - I 断面図（鉛直）

あと施工アンカー

D19@200シングル

Y9 Y11
J - J 断面図

既存開口

新設開口詳細図（鉛直）

あと施工アンカー

2-D16

あと施工アンカー

2-D16

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

既存躯体撤去

小口面鉄筋防錆塗装

樹脂モルタル補修

あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

流量調整槽側

a

a - a 断面図（水平）

GL

GL

GL流入室部

D13

4-D13

2-D13x3段 2-D13x3段

D13帯筋4段

2-D13x2段

2-D13x2段

D16D16

D16D16

型枠
搬出用
開口

型枠
搬出用
開口

2-D16

2-D16

1-D16斜め

2-D16

2-D16

2-D16

2-D16

D16D16 D16D16

D16

D13@200

2-D16

2-D16

D16D16 D16

型枠
搬出用
開口

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽内改修部配筋詳細図(4))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-28 1/70

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



あと施工アンカー

D19@200シングル

あと施工アンカー

D19@200シングル

X10 X12
K - K 断面図（鉛直） L - L 断面図（鉛直） M - M 断面図（鉛直）

X10 X12 X10 X12

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

横筋D13@200

縦筋D13@200

あと施工アンカー

D19@200シングル

GL

流入室部

D16 D16D16 D16D16

D16

D16D16D16

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

水槽躯体図
(水槽内改修部配筋詳細図(5))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

DS-29 1/70

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(処理施設配置図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

1 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



M

P PM M

PP PP

M

P P

M

流入

放流

脱臭設備

ばっ気沈砂槽

流量調整槽

ばっ気槽 沈澱槽

汚泥濃縮貯留槽
第2系列

第2系列（最初沈澱槽～沈殿槽）

第3系列（最初沈殿槽～沈殿槽）

汚泥貯留槽

脱離液ポンプ槽

消毒槽 放流ポンプ槽

排砂槽

脱臭ファン

ミストセパレータ

バイパスファン

自動微細スクリーン

汚水計量槽

し渣カゴ

余剰汚泥

ス カ ム　φ100VP

汚泥引抜ポンプ

スカムスキマ

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

分
　

離
　

汚
　

泥

主 汚 水

流量調整ポンプ水中撹拌機　0.75kWし渣カゴ

細目スクリーン

角落し

破砕機

沈砂排出ポンプ

自動荒目スクリーン

案内板

し渣カゴ

角落し

汚泥
脱水機

脱
離

液

脱
離

液
　

φ
50

V
P

脱離液

脱
離

液
　

φ
15

0V
P

脱離液ポンプ

第2第3系列第1系列

処 理 水

放流ポンプ

消毒器

迂流板

返送汚泥

余剰汚泥

余剰汚泥

記　号 名　称

主汚水

主汚水バイパス

汚　水

空　気

汚　泥

スカム

記　号 名　称

逆止弁

ボール弁

電動弁

ダンパー

エア流量計

仕切弁

FL

ﾊﾞｯﾌﾙ

ﾊﾞｯﾌﾙ ﾊﾞｯﾌﾙ

撹拌装置

分離汚泥移送ポンプ

散気装置
散気装置

最初沈殿槽

ﾊﾞｯﾌﾙ ﾊﾞｯﾌﾙ

散気装置

散気装置

ﾊﾞｯﾌﾙ ﾊﾞｯﾌﾙ

散気装置

散気装置

第1系列

ﾊﾞｯﾌﾙ

撹拌装置

分離汚泥移送ポンプ

ﾊﾞｯﾌﾙ

撹拌装置

分離汚泥移送ポンプ

HWL

HWL

LWL

LWL

HWL

LWL

WL WL WL

WL

WL
WL WL

B B

ばっ気沈砂槽ブロワ 汚泥貯留槽ブロワ

汚泥濃縮貯留槽
第1系列

第3系列

汚泥濃縮貯留槽

BB B

FL

第1系列ばっ気ブロワ

BB B

第2系列ばっ気ブロワ

BB B

第3系列ばっ気ブロワ

B

第1系列エアリフトブロワ

B

第2系列エアリフトブロワ

M

B

第3系列エアリフトブロワ

P P

P

計量槽

中継ポンプ槽

R

S

T

U

J
K

L

S

R

M
N

O U

T

150A 
SUS304

50
A

 S
U

S
30

4

80A 
SUS304

25A SUS304

150A 
SUS304

5
0A

 S
U

S
3

04

25A SUS304

25A SUS304

Φ
65

 V
P

Φ
50

 V
PΦ
50

 V
P

Φ125 VP

25A SUS304

25
A

 S
U

S
30

4

4
0A

 S
U

S
30

4

50A SUS304
40A SUS304

40
A

 S
U

S
30

4

40A SUS304

50A 
SUS304

50A 
SUS304

50
A

 
S

U
S

30
4

50A 
SUS304

50A 
SUS304

50A SUS304

50A 
SUS304

50A SUS304

50A SUS304

25A SUS304

25A SUS304

25A SUS304

2
5A

 
S

U
S

30
4

25
A

 S
U

S
30

4

Φ
50

 V
P

Φ50 VP

Φ
50

 V
P

Φ
50

 V
P

25
A

 S
U

S
30

4

50
A

 S
U

S
30

4

50
A

 S
U

S
30

4

50
A

 
S

U
S

30
4

50
A

 
S

U
S

30
4

50
A

 
S

U
S

30
4

Φ
50

 V
P

Φ
5

0 
V

P

Φ50 VP

Φ50 VP

Φ50 VP

25A SUS304

25A SUS304

25A SUS304

25A SUS304

150A 
SUS304

150A 
SUS304

25
A

 S
U

S
30

4

4
0A

 S
U

S
30

4

4
0A

 S
U

S
30

4

50
A

 
S

U
S

30
4

50
A

 
S

U
S

30
4

50
A

 
S

U
S

30
4

越 流

越 流

越 流

Φ125 VP

Φ100 VU

Φ100 VU

Φ100 VU

Φ100 VU

Φ100 VU

Φ100 VU

Φ
1

25
 V

P

返送汚泥 Φ125 VU　　

Φ125 VU

Φ125 VU

Φ
10

0 
V

U

Φ100 VU

Φ100 VU

Φ
10

0 
V

U
Φ

10
0 

V
U

中継ポンプ

濃縮汚泥引抜ポンプ

ばっ気ブロワ

ばっ気沈砂槽ブロワ 汚泥貯留槽ブロワ

ばっ気ブロワ ばっ気ブロワ

エアリフトブロワ

80A 
SUS304

脱水ろ液　VPΦ150

乾燥汚泥搬出

FIQR

換　気

（旧：嫌気性ろ床槽第3室）

（旧：嫌気性ろ床槽第2室）
（旧：嫌気性ろ床槽第1室）

FIQR
流量指示積算記録計

玉形弁

M

サイレンサー

P Q R S U

J K L M N O

T

A B C D E F G H I J K L M N O

逃がし用 20A

逃がし用 20A

逃がし用 20A逃がし用 20A

逃がし用 20A

Φ100 VU

トラップ

Φ
10

0 
V

U

Φ150VP

脱
離

液
　

φ
50

V
P

φ
10

0V
P

φ150VU

ドレン

φ
10

0V
P

φ150VU

φ
10

0V
P

φ150VU

ド
レ

ン

ドレン

ドレン

電磁流量計

消泡用薬剤筒

撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置

Φ50 VP

ﾊﾞｯﾌﾙ

ﾊﾞｯﾌﾙ

ﾊﾞｯﾌﾙ

撹拌装置

ドレン

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー

(HM付)

FL FL FL FL FL

汚泥

空き水槽へ

消泡用薬剤筒

センターウェル

越流堰

返送汚泥

空き水槽へ

空き水槽へ

センターウェル

センターウェル

屋外へ

分離汚泥

分離汚泥

P

床排水ポンプ

第1系列汚泥濃縮貯留槽へ

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

P

貯留槽汚泥

引抜ポンプ

80
A

 S
U

S
30

4

トラップ

濃縮汚泥引抜ポンプ

濃縮汚泥引抜ポンプ

消泡用薬剤筒

消泡用薬剤筒

越流堰

越流堰

汚泥引抜ポンプ

スカムスキマ

汚泥引抜ポンプ

スカムスキマ

処 理 水
処 理 水

散水栓

散水栓

散水栓

返送水

ス カ ム Φ100 VP

ス
カ

ム
 Φ

100 V
P

 

汚泥
乾燥機

高分子

凝集剤
溶解タンク

ポリ鉄
タンク

給水
ユニット

スクラバー

Φ50 VP

Φ
1

6 
V

P

Φ16 VP

Φ350 VU

既設水道から引込

Φ
1

6 
V

P

Φ16 VP

Φ
16

 V
P

 ス
ク

ラ
バ

給
水

　
Φ

25
 V

P

P P

ス
ク

ラ
バ

排
水

　
Φ

40
V

P

高分子凝集剤溶解タンクドレンΦ40 VU

Φ30 VU

P P

給水ユニット

オーバーフロー

バルクタンク

薬　品 ガ　ス

25
A

 S
U

S
30

4

25
A

 V
I

ガス供給

M

M

M

M

M

M

M

M

M

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(フローシート)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

2 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(水位高低図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

3 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



DN

DN

流量調整室

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

電磁流量計125A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備上部平面図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

4 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



 

撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置 撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備下部平面図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

5 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



▽GL

脱水機・乾燥機室 階段室ブロワー室

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（A）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

6 1/100

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



▽GL

管理室流入室

 

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

1
00
A(
S
US
3
04
)

1
00
A(
S
US
3
04
)

100A(SUS304)

B - B 断 面 図S=1/40

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（B）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

7 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



▽LWL

▽GL

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（C）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

8 1/100

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



▽GL

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（D）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

9 1/100

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（E）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

10 1/100

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



消毒槽

中埋め土

流量調整室

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（F）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

11 1/100

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



▽WL
▽WL

符　号 口　径 行　先

A

B

25A ばっ気沈砂槽　沈砂排出ポンプ

25A ばっ気沈砂槽　散気装置

C 50A 汚泥貯留槽　散気装置

D 40A 汚泥濃縮貯留槽　第1系列　散気装置

E 40A 汚泥濃縮貯留槽　第2系列　散気装置

F 40A 汚泥濃縮貯留槽　第3系列　散気装置

G 50A 最初沈殿槽　第1系列　撹拌装置

H 50A ばっ気槽1室第1系列超微細散気装置

I 50A ばっ気槽2室第1系列超微細散気装置

J 50A 最初沈殿槽　第2系列　撹拌装置

K 50A ばっ気槽1室第2系列超微細散気装置

L 50A ばっ気槽2室第2系列超微細散気装置

M 50A 最初沈殿槽　第3系列　撹拌装置

N 50A ばっ気槽1室第3系列超微細散気装置

O 50A ばっ気槽2室第3系列超微細散気装置

P 沈殿槽　第1系列　汚泥引抜ポンプ

Q 25A 沈殿槽　第1系列　スカムスキマ

R 沈殿槽　第2系列　汚泥引抜ポンプ

S 25A 沈殿槽　第2系列　スカムスキマ

T 沈殿槽　第3系列　汚泥引抜ポンプ

U 25A 沈殿槽　第3系列　スカムスキマ

空気管リスト

25A

25A

25A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(設備断面図（G）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

12 1/100

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



DN

DN

脱水機・乾燥機室

搬入室

流量調整室

細目ｽｸﾘｰﾝ

（機械架台新設）

 

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(上部配線図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

13 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置 撹拌装置

撹拌装置

撹拌装置

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(下部配線図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

14 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



1
0
0
A
(
S
U
S3
0
4
)

1
0
0
A
(
S
U
S3
0
4
)

100A(SUS304)

1
0
0
A
(
S
U
S3
0
4
)

B

A A

B

A - A 断 面 図 B - B 断 面 図 平 面 図

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(下部配線図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

15 1/40

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



DN

流量調整室

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(上部換気設備図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

16 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



原地区
農業集落排水処理施設改修工事

機械電気図
(換気設備断面図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

17 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺
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検:検査報告書
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工
事
編
）

4)　測定項目 コンクリート工事編 10.MCR工法用シート 　気泡緩衝材の種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3)　
監:監理報告書

1.レディーミクスト

1.工　事　概　要

No 測  定  項  目 　　　　測  定  器  具  等 　報告書     コンクリートの類別

1.工　事　名　称

1 ・ 階高(内法寸法) 鋼製巻尺、三次元計測器等 　・ 検・ 監

2 ・ 柱スパン(内法寸法) 鋼製巻尺、三次元計測器等 ・ 検・ 監 2.コンクリートの品質

2.施設構造・ 改修概要

3 ・ 架構(骨組)の対角寸法(内法寸法) 鋼製巻尺、三次元計測器、ピアノ線等 ・ 検・ 監

4 ・ 部材断面 ・ 検・ 監 設計基準強度 気乾単位 スランプ
適用箇所

構造等

 4－1 ・ 断面形状 設計図、目視等 Fc(N/mm2) 容積質量(t/m3) 　(cm)

 4－2 ・ 断面寸法(断面成、フランジ幅等) コンベックススケ－ル等 　2.3程度 　15

・ 規模　　　　地上　　階　地下　　階　　塔屋　　階

 4－3 ・ 板厚 ノギス、超音波板厚計等 　又は

・ 面積　　　　延べ面積　　　　　　　　m2　建築面積　　　　　　　　m2

 4－4 ・ 材質 設計図、鋼材材質識別計等 　18

・ 建築年月　　　平成　　　年　　　　月

5 ・ 鉄筋の位置 設計図、鉄筋探査機、コンベックススケール等 ・ 検・ 監 　12

構造改修概要

6 ・ コンクリ－トのひび割れの有無 目視、クラックスケール等 ・ 検・ 監

7 ・ コンクリ－ト強度 設計図、シュミットテストハンマ－等 ・ 検・ 監

8 ・ 現場作業範囲の確認 目視、コンベックススケ－ル等 ・ 検・ 監 　2.3程度 　15

　又は

　18

(RC壁開口閉塞　　箇所、耐震スリット　　箇所、柱増打ち補修　　箇所)

　　安全対策についての方法等を明記すること。 　18

6)　既存部材の穴あけに失敗しない様に十分に注意し、穴あけ位置を誤った場合には監督職員の指示によること。

8)　その他

　　・ 工事に先立ち、下記の項目について調査を行い、不具合等が認められた場合にはその部分の補修を行う 3.コンクリートの

　　　ものとする。 　　　　　　温度補正

(a)既存部材接合部(高力ボルト接合部及び溶接部)の現況調査
適用箇所　　　調査箇所:鉄骨大梁接合部 4.セメントの種類 セメントの種類

1.耐震改修工事仕様
　　　なお、調査箇所の状況により他の部分についても調査が必要と判断された場合には、監督職員と協議の

　　混合セメントのA種　　　うえ、別途調査を行うものとする。
1.共　通　仕　様　

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築改修工事標準仕様書(平成31年版)」(以下、「改修標準仕様書」とい

う。)ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕監修「公共建築工事 ※ 　普通ホ°ルトラント゛セメントの品質は、JISR5210に示された規定の他、次の規定に適合
標準仕様書(平成31年版)」(以下、「標準仕様書」という。) 　　ばならしなければならない。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

設計基準は下記によるものとし、施工にあたり参考にすること。 7d 352J/g 以下
水和熱

項　　　目章 特　　記　　事　　項 28d 402J/g 以下
・ 「学校施設の耐震補強マニュアル　RC造校舎編、S造屋内運動場編《2003年改訂版》」(文部科学省)

・ 「屋内運動場等の耐震性能診断基準」(平成18年版)(文部科学省大臣官房文教施設企画部) 鉄筋工事編
耐
震
改
修
工
事
（
鉄
筋
工
事
編
）

・ 「2011年改訂版　耐震改修促進法のための既存鉄骨造建築物の耐震診断及び耐震改修指針:同解説」 1.鉄筋 5.骨材の品質
　　((一財)日本建築防災協会)

規格 種別 呼び径 適用・ 「2013年改訂版　既存鉄骨造建築物の耐震改修施工マニュアル」((一財)日本建築防災協会)
※ SR235　・ 　　※ 6φ　・ D6 ・ 9φ　・ 　　JIS　G3112

6.混和材料の種別
鉄筋コンクリート用棒鋼 ※ D16以下　・ 　※ SD295A ・ 　2.特　記　仕　様

※ D19以上　・ 　※ SD345　・ 　
　　　　　塩化物イオン量による区分は1種とする。

　　　　　また、防錆材を併用する場合はJIS A 6205による防錆材とする。)

・ 混和材(JIS　A　6201に適合するフライアッシュの1種又は2種若しくは4種、

2.溶接金網 網目の形状寸法及び鉄線の径　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.2] 　　　　　JIS A 6206による高炉スラグ微粉末、
3)　特記事項に記載の[　　]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。　 　　　　　JIS A 6207によるシリカフューム又はJIS　A　6202に適合する膨張材とする。)

規格 網目の形状寸法 鉄線の径(mm)　　　また、(　　)内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
網目の形状寸法及び鉄線の径

7.型枠特　　記　　事　　項章 JIS　G3551 ・ 　

コンクリート打設時の充填性確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用する場合は

一
般
事
項

　本工事は、既存の構造体に対して補強等することにより耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存部材との
3.鉄筋の材料試験 改修標準仕様書に従い材料試験を行う。但し規格品証明書又は原本相当規格証明書を提出し、監督 強度、変形等について、事前に監督職員と協議すること接合がきわめて重要である。また、この工事は、改修工事であることから一般の建築工事とは施工方法等に異なる面

職員の承諾を受けて省略することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.3]があるので特に次の点に十分注意すること。

4.鉄筋の継手 継手方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.4]

適用箇所規格 呼び径
　　ている場合はそれによる。

・ 打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)
・ 20mm　　・ 　

・ フレア溶接
・ 打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

・ 10mm　　・ 20mm　　・ 　

鉄筋の継手位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.4][表8.3.2][表8.3.3] ・ 外装タイル後張り面の打増し処理
スタート

・ 20mm　　・ 　

打増し範囲　　　　
(1)測定箇所は全ての補強箇所とし、測定項目は下表による。

重ね継手 ・ 図示(床型枠用鋼製デッキプレートの梁側面の打増し部に限る。)
  (測定方法及び測定箇所は施工計画書に明記する事。)

　主筋及び耐力壁の重ね長さ ・ 
(1)全ての補強箇所の既存取付部材及び補強部材の加工図を作成する。

加
工

図
の

作
成

鉄骨加工図
8.型枠(せき板) シアコネクタとセパレーターの兼用

(1)加工図に合わせ既存部材の穴あけ及びガセット取付け位置の決定をする。ハ.既存部材の加工(現場)
　　の組立原寸検査

5.帯筋 [8.3.3]
　　　合には、部材に打刻跡を残してはならない。

9.打放し仕上げの
　b.既存部材の孔明けは電気ドリルによる。ガス加工による孔明けは行ってはならない。

　　種別・ 種　　別 施　　　　工　　　　箇　　　　所

6.鉄筋のかぶり厚さ

(1)鉄骨の穴あけ又はガセットの取付け位置を測定しテンプレ－ト等 及び間隔

　で既存取付部の部品加工の準備をする。
表8.3.6による。)

施工箇所 表8.3.6の数値に加える寸法(mm)ホ.既存取付部材の部品加工(工場) (1)加工図及び現場測定したテンプレ－ト等を用いて鉄骨加工を行う。
製品検査既

存
取
付

部
の
製
作
及

び
取
付

工
事

別　記　　　コンクリートの構造体強度補正値(S)塩害のおそれのある部分等 ・ 　　

(1)錆止め塗装は工場1回、現場1回(下記　ワ)とする。

最少かぶり厚さは目地底から算定する。
暑中における 8以上打設後28日までの平均気温 5以上 0以上5未満コンクリート

7.各部の配筋 構造関係共通図(配筋標準図)による。
取付検査 6(N/mm52) 3(N/mm52) 6(N/mm52) 6(N/mm52) 3(N/mm52) 6(N/mm52)割裂防止筋

1/1～7/142/28～7/14
千葉中央地区 7/15～9/7 該当なし12/2～2/27

9/8～12/319/8～12/1
　　　　　　　　　型枠は圧力に耐えるようにする事。 2/1～7/103/3～7/108.ガス圧接 圧接完了後の検査 11/22～3/2 7/11～9/3千葉北部地区 12/15～1/31　　　　　　　　　空気抜き孔を設ける事。 9/4～11/21 9/4～12/14
　　　　　　　　注入圧力は5～10N/cm52 とする事。 2/7～7/143/4～7/14　箇所数 千葉西部地区 12/12～2/611/19～3/3 7/15～9/4(1)既存部材に取り付けたガセットプレート寸法を測定し、ボルト孔 9/5～11/18 9/5～12/11

　等の寸法をテンプレート等により正確に決定する。再
測
定

2/11～7/203/7～7/20　　　適用箇所 7/21～9/3北総地区 12/8～2/1011/18～3/6鉄骨加工図 9/4～11/17 9/4～12/7
(1)補強部材の寸法及びボルト穴を決定する。 3/4～7/30

9/1～9/3012/25～3/3 7/31～8/31東総地区 該当なし
9/1～12/24　　　適用箇所

(1)上記　ホ.「既存取付部材の部品加工(工場)」参照の事。 3/1～7/22 1/25～7/22
11/28～2/29 7/23～9/3九十九里地区 12/31～1/24製品検査 9/4～12/309/4～11/27

(1)錆止め塗装は工場1回、現場1回(下記　ワ)とする。 2/28～7/14 6/16～7/14君津・ 　　　　適用箇所 12/2～2/27 7/15～9/7 該当なし及
び
取
付
工

事

木更津地区補
強
部

材
の
製

作

9/8～12/1 9/8～12/31
(1)上記　ハ.「既存部材の加工(現場)」参照の事。ヲ.補強部材の取り付け(現場) 2/22～7/20

12/9～2/21 7/21～9/4 9/5～7/20館山地区 該当なし取付検査 9/5～12/8
(1)仕上げは規定による。 2/23～7/28勝浦・ 　

仕
上

げ

12/13～2/22 7/29～8/31 該当なし9/1～7/28最終検査 鴨川地区 9/1～12/12
終了

・ 構造　　　　・ 鉄筋コンクリート造　　・ 壁式鉄筋コンクリート造　　・ 鉄骨造(屋根)　

・ 構造壁設置(鉄骨ブレース壁　　　　箇所、　塔屋RC壁　　　箇所、　　　　　　　　　　)

・ 柱設置(RC柱　　　箇所、S柱　　　箇所、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 )

・ 柱補強(鉄板巻き　　　　箇所、RC増し打ち　　　　箇所、　その他　　　　　　　　)

・ その他(RC袖壁　　　箇所、RC床　　　箇所、基礎補強　　　　　　　　　　　　    )

・ 「2017年版　既存鉄筋コンクリート構造建築物の耐震診断基準・改修設計指針・同解説」((一財)日本建築防災協会)

2)　特記事項は、　・ 印のついたものを適用する。

　・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。。

　・ 印と　※ 印のついた場合は、共に適用する。

1)躯体寸法・部材寸法・階高寸法等は、実測による。

2)既存コンクリートとの一体化をはかること。

3)補強部材の製作は基本的に下記のフローチャートに従って行う。また、フローチャートが設計図書に明記され

凡例)既存取付部材・・・既存との取付部の仕口又はガセットプレ－ト等を示す。

　　　補強部材　　・・・上記以外の補強部分を示す。

　　　　　　　 　 ・・・立会検査を示す。

　　　　　　　 　 ・・・承認を示す。

  a.既存部材のボルト孔位置の罫書にポンチ・タガネを用いた場

(２)ボルト接合・・・摩擦面はショット(グリッド)ブラストにより処理する事。

(３)溶接接合・・・既存部材溶接面はショット(グリッド)ブラストにより処理する事。

(2)溶接接合・・・予熱温度を厳守し溶接を行う事。

(3)グラウト圧入・・型枠はパッキンやコーキングでグラウトが漏出しないようにする事。

ロ.鉄骨加工図の作成

イ.既存部材寸法の測定

ニ.既存取付部の測定

ヘ.錆止め塗装(工場)

ル.錆止め塗装(工場)

ヌ.補強部材の加工(工場)

リ.ボルト孔位置の決定

　　　・ 構造図(　　　　　)による　　・ 　

・ 引張試験

　　　・ 構造図(　　　　　)による　　・ 　

　　　・ 構造図(　　　　　)による　　・ 　

※ 超音波探傷試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         [8.3.8](5.4.9)

※ ラップ長はピッチの2倍以上とし結束線で縛ること　　・ 図示　　　　　　　　　　　

・ 10　　　・ 柱・梁・壁及び庇等の外気に接する打放面

・ 耐久上不利な箇所の鉄筋の最少かぶり厚さは下表による(下表の適用箇所以外は、

・ 表8.3.6による

・ 図示

・ 改修標準仕様書　表8.3.2による

・ 図示

鉄筋及び溶接金網の最少かぶり厚さ　　　   　　　　　　　　　　　　　　[8.3.5][表8.3.6]

・ 図示

・ 重ね継ぎ手

・ ガス圧接

※ 100 ※ 6

5)　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督職員の承諾を得ること。なお、施工計画書には工事中の

※ 普通コンクリート

※ 24

・ 18

・ 27

※ 普通ポルトランドセメント又は

・ 高炉セメントB種 G
・ フライアッシュセメントB種 G

・ B(コンクリート中のアルカリ総量 Rt=3.0kg/m3以下)

※ 複合合板(JAS規格品とし監督職員の承諾を受けること)

・ 床型枠用鋼製デッキプレート

・ 

・ 改修標準仕様書8.2.6(f)(2)及び改修標準仕様書表8.2.4による

・ A種

※ B種

・ C種

千葉市・市原市・四街道市

我孫子市・柏市・鎌ヶ谷市・野田市・松戸市・流山市

成田市・佐倉市・八街市・神崎町・栄町・酒々井町・芝山町・多古町・富里市・印旛村

旭市・香取市・銚子市・東庄町

市川市・浦安市・習志野市・八千代市・船橋市・印西市・白井市・本埜村

東金市・茂原市・匝瑳市・いすみ市・山武市・一宮町・大網白里町・御宿町・九十九里町
白子町・長南町・長柄町・横芝光町・睦沢町・長生村

木更津市・君津市・袖ヶ浦市・富津市

館山市・南房総市・鋸南町

勝浦市・鴨川市・大多喜町

セメントの種別　　　　　※ 普通ポルトランドセメント　　　・ 早強ポルトランドセメント

※ 難燃処理を行った合成樹脂製の気泡性緩衝シート　　・ 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.4][表8.1.4]

・ 兼用してもよい　　・ 兼用しない　　・ (　　　　　)　　　　　　　　　　 [8.7.8]

スリーブの材種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.7][表8.2.6]

打増し厚さ　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.7.8]

せき板の材料　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.7]

・ 混和剤(JIS　A　6204に適合するAE剤、AE減水剤または高性能AE減水剤とし、化学混和剤の

[8.2.5](6.3.2)

※ A                           　　             　　　　              [8.2.5](6.3.2)

※ 別記による 　　                　                               [8.2.5] [表8.2.4]

※ 1類　　　・ 2類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.3][表8.1.1](6.2.1)

鉄筋の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.1]　[表8.2.1]

(２)RC部分の穴あけは設計図書を参考の上、鉄筋探査機により既存鉄筋の位置を測定すること。

　　　　　　　　仮付溶接は母材を傷めない様に注意する事。

　　　　　　　　強風時(2m/s)は防風対策を行い作業する事。

(２)ボルト接合の摩擦面、溶接接合面の処理については「既存部材の加工(現場)」参照する事。

ワ.塗装(現場)

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

・ 　

市　町　村　名地　区
本工事の

対象地区

普通ポルトランドセメント 　　　　早強ポルトランドセメントセメントの種類

補正値　(S)

暑中における
コンクリート0以上8未満

7/15～9/7

7/11～9/3

7/15～9/4

7/21～9/3

7/31～8/31

7/23～9/3

7/15～9/7

7/21～9/4

7/29～8/31

1)　項目は、番号に　　 印のついたものを適用する。

(1)ボルト接合・・・6.4に従い締め付けを行う。

7)　補強部材の寸法違いが生じた場合は監督職員の指示によること。

　　※ 全圧接部

　　・標準仕様書 5.4.9.(2)(i)による

　　の打込み

コンクリートの打込み工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.7.3][8.21.8]

　※ 流込み工法

　・ 圧入工法

既存構造体との取り合い

　※ 既存RC梁と増設壁との間隔を200mmとし、無収縮グラウトを圧入する。

　・ 　

(6.14.1～3)

※ 普通コンクリート

設計基準強度
Fc(N/mm2)

　※ 18

　・ 
　又は18

・ 

※ 15

　(cm)
スランプ 　セメントの種類

・ 普通ホ゜ルトラント゛セメント
　又は混合セメントのA種

・ 高炉セメントB種
・ フライアッシュセメントB種 ・ 設備基礎

・ 捨てコンクリート　保護コンクリート

・ 設備基礎

・ 捨てコンクリート　保護コンクリート

　　適用箇所

11.コンクリート

12.無筋コンクリート

[8.6.3](6.5.3)

　　ト150m3ごと及びその端数につき1回以上とする。

　　試験回数は、製造工場及びコンクリートの種類が異なるごとに1日1回以上、かつコンクリー

*圧縮強度試験 [8.8.3～6](6.9.3～6)

[8.6.4](6.5.4)
　　(財)国土開発技術研究センターの技術的評価を受けた塩化物量測定器により、試験値は同一

　　試料における3回の測定の平均値とする。

*塩化物量

　　JIS A 1156による。

*温度

　　JIS A 1116による。　許容範囲±3.5%

*軽量コンクリートの単位容積質量
[8.9.4](6.10.4)

[8.7.7](6.7.1)

　　JIS A 1116, JIS A 1118, JIS A 1128のいずれかを適用。　許容差±1.5

*空気量

スランプ　8～18　　許容差±2.5

スランプ　21　　　　許容差±1.5　　JIS A 1101による。

*スランプ

[8.8.2](6.9.2)
　　部分から採取してはならない。分取試料はコンクリート流の全横断面から採取する。

　　JIS A 1115による。但し、トラックアジテータから採取する場合は、排出の初めと終わりの

　試料採取方法

・ 実施する(箇所　　　　　　　　　)　　・ 実施しない　　　　　　　[8.2.5](6.3.2)
　試し練り検査

　　の試験
*印は第三者機関による試験13.コンクリート

　　　　現場封かん養生とする。

　　　　材齢が28日の場合は現場水中養生とし、材齢が28日を超え91日以内の場合は

　　　　1個ずつ3個採取する。

　　　　1回につき3個を標準とする。供試体は、適当な間隔をあけた任意の3台の運搬車から

　　　2)試験の回数は試料採取方法欄に示す回数とし、各回ごとに判定を行う。供試体本数は

　　　1)JASS5T-603 「構造体コンクリート強度推定のための圧縮強度試験方法」による。

　　　　　3回を1検査ロットとして合否を判定する。1回の供試体本数は3個を標準とする。

　　　1)JIS A 1108 「コンクリートの圧縮強度試験方法」による。

　　　2)試験は標準養生で材齢28日で行い、回数は試料採取方法欄に示す割合で行い、

　a)調合強度管理のための試験

　b)構造体コンクリート強度推定のための試験

千葉県一宮町原地区農業集落排水処理施設改修工事

1 1

1031.34 274.98

元

機械架台、開口閉塞

1

一
般
事
項

1

2

3

耐
震
改
修
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
編
）

3

組立の形　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　     　　　[8.3.2]組立の形　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.3.1]

コンクリートの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.11.1]

[8.6.3](6.9.3)

1

※ 適用期間については配合計画書にて再度確認すること。

機械架台、開口閉塞

スパイラル筋

機械架台

(機械架台　　箇所)8

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(構造特記仕様書(1))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-01 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺
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グラウト工事編 鉄骨工事編 15.ベースプレート モルタルの種別　　　　　　　　　　　　　(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.1)[8.2.12] 3.連続繊維シート巻き 材料・ 形状 [8.2.13]

耐
震
改
修
工
事
（
鉄
骨
工
事
編
）

耐
震
改
修
工
事
（
そ
の
他
）

1.材料 ・ 構造体用モルタル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.12] 1.鉄骨の製作工場 製作工場の加工能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.5](7.1.3) 　　下面のモルタル ・ 無収縮モルタル 採用した工法の規定を満足するもの

材料　　・ 改修標準仕様書[8.2.5] 圧縮強度 材質

圧縮強度　　・ 図示　　　　　・ 　 ・ 図示　　　・ 　 引張り強度(含浸硬化後)

フロー値　　・ 図示　　　　　・ 　 　材料、調合等 ・ 2500N/mm52　　以上　　　　　・ 3000N/mm52　　以上

・ 標準仕様書　7.2.9による ヤング係数(含浸硬化後)

材料の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.11] 　品質及び試験方法 ・ 2.35×1055　N/mm52　　程度　　・ 2.00×1055　N/mm52　　以上

・ 標準仕様書　表7.2.5による 工法
種　　類

工法の種別 ※ (一財)日本建築防災協会の評価を受けた工法 [8.24.1]
・ 無収縮グラウト 無収縮グラウトはプレミックスタイプとし、材齢28日:40.0N/mm2

・ 標準仕様書　表7.10.2 ・ 
以上とする。その他詳細は「改修標準仕様書8.2.11」による。

・ A種[モルタル厚さ50]　　　・ B種[モルタル厚さ30] 下地調整
・ 無収縮モルタル 無収縮モルタルはプレミックスタイプとし、材齢28日:45.0N/mm2

ひび割れ部の改修工法の種類以上とする。その他詳細は「改修標準仕様書8.2.10」による。
　　・ 樹脂注入工法　　・ Uカットシール材充填工法　　・ シール工法

16.耐火被覆 種別　　　　　　　　　　　　　[8.18.1～9](7.9.2) 柱の隅角部の面取り

2.圧入工事 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.21.9] ・ ラス張りモルタル塗り　　　　　　・ 耐火材吹付け 　　※ 工法の評価内容による

　(既存構造体との 圧入工事はグラウトポンプ等により行い、空隙が密実に充填できるように計画すること。 ・ 耐火板張り　　　　　　　　　　　・ 図示

[8.25.1]　　　　　取合) グラウト材の撹袢にはアルミ羽の撹袢機は用いないこと。 所要性能(区分)

オーバーフロー管の流出先の高さは、圧入高さよりも10cm程度以上高くすること。 ・ 30分耐火(　　　　　　　　)　・ 1時間耐火(　　　　　　　　　　)

3.材料試験 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.2.12]改修標準仕様書8.2.11　による。

※ コンシステンシー試験

「J14ロート試験」による。1作業班ごとに午前と午後の作業開始前に測定する。

※ 圧縮試験

(1)供試体は、JIS A 1132(コンクリートの強度試験用供試体の作り方)に準じて、直径50mm

　高さ100mmの円柱とする。

(2)供試体の材令は3日、7日及び28日とし、養生は封かん養生とする。

(3)供試体の採取は、午前、午後の打設前、及び最終打設時の3回を標準とする。 18.鉄骨の試験

　数量は材例に応じてそれぞれ1体とする。ただし1日の打設料が3m53を超える場合、 　　　　及び検査

　増加量2m53当り1回を追加する。
[8.18.3](7.10.5)

章 項　　　　　　目 特　　記　　事　　項

あと施工アンカー
工事編

耐
震
改
修
工
事
（
あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
工
事
編
）

1.あと施工アンカー あと施工アンカーの材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.12.1]

の材料

接合筋の種類　　　　　　　　　　　※ 鉄筋コンクリート用棒鋼　・ 

2.あと施工アンカー アンカー穿孔前に鉄筋探査機等を用いて障害物の確認をすること。
の施工 作業者の資格

※ 第一種あと施工アンカー施工士「(社)日本建築あと施工アンカー協会(JCAA)」

・ 

穿孔機械　※ ハンマードリル(メタルセンサーリールを使用する)　　・ 

穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔すること(下図ー1)

穿孔失敗部分は、躯体と同等以上の強度のモルタル等で補修すること。

アンカー長さは、首下までの寸法とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.12.2]

カプセルはガラス管製を使用すること。

表ー1　(単位:mm)

1

h' L

ス
タ
ッ
ド
長

2
L

(表ー2参考図)
表ー2　(単位:mm)

h'接着系アンカー径 1L L 2 ラップ長

60以上・ D16 ※ 160　・ 　 ※ 120　・ 　　 160

※ 200　・ 　 ※ 150　・ 　 80以上・ D19

130以上・ D22 ※ 250 ・ 200 ・   ※ 190  ・ 150 ・    220

失敗穴(無収縮モルタル等で補修)

アンカー芯▽
(図-1) 1.既存部分の [8.21.2]

耐
震
改
修
工
事
（
そ
の
他
）

　　　撤去・処理
アンカー芯より内側へあける。

[8.19.3][8.21.2][8.21.3]適用範囲

※ 既存コンクリートとの打ち継ぎ面
3.あと施工アンカー 打音確認　　※ 接着系アンカー(※ 全数　・ 　　　　　　)・ ※ 既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合部

引張試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.12.7]の確認試験 ・ 
引張試験は、改修標準仕様書8.11.5により行うこと。 既存コンクリートの目荒しの範囲

・ 

既存コンクリートの目荒しの程度

・ 既存柱、梁面　　　打継ぎ面の全面

・ 既存壁　　　　　　打継ぎ面の全面

・ 

2.柱補強 ・ 溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法 [8.23.5]

・ 鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法 [8.23.6]

・ 連続繊維補強工法 [8.24.1]

・ 金属系アンカー(耐震補強用　等辺山形鋼固定用（補強プレート受け）)

※ 接着系アンカー (補強プレート接合部、各妻面、玄関、機械室等)

接着材の材質及びカプセルの種類　　※ 回転・打撃式ガラス管タイプ有機系カプセル

・ D22

・ D19

・ D16

・ D13

・ D10

接着系アンカー径 2

450

400

350

300

500

1

※190　・　(表ー1参考図)

L
2

L
1

ラ
ッ
プ
長

※100　・　

※130　・　

※160　・　

※220　・　

L :コンクリートの穿孔深さ

L1:アンカー筋の定着長さ

L2:アンカーの有効埋め込み長さ

L

L

アンカーの定着　※ RC増設部は表－1、S増設部は表－2

　　　　　　　　・ 図示

190

・ 

17.製作精度 ※ (一社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6[鉄骨精度検査基準]による。　　(7.3.3)

※ 通しダイアフラムの許容誤差

・ 全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること

・ ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

　補強方法

　・ 「突合わせ継ぎ手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による

　・ 

*印は第三者機関による試験

・ 現寸検査　　・ 組立検査　　・ 製品検査

 立会検査

下記材料は、標準仕様書に従い材料試験を行う。但し規格品証明書又は原本相当規格証明書を

提出し、監督職員の承諾を受けて省略することができる。 [8.2.14](7.2.10)

*材料試験

　鋼材、スタッド、HTB、アンカー

溶接工の技量付加試験

・ JIS Z 3801, JIS Z 3841による(「鉄骨工事　3技術者資格等」参照)。

・ AW検定試験規定による。

・ AW検定有資格者は省略できる。

[8.15.3](7.6.3)

すみ肉溶接及び完全溶込溶接の自主検査 [8.15.11](7.6.11)

*すみ肉溶接及び完全溶込溶接の受入検査

　　7.2.1(1)「溶接部に引張力が作用する場合」による。検査は下表を対象とする。

[8.14.11](7.6.11)

100%

 30%

－

－
超音波探傷試験

第三者機関

外観検査

 30%

100%

 30%

100%100%100%

100% 100%

－

－
超音波探傷試験

製作工場

外観検査

100%

100%

現場溶接

工場溶接

現場溶接

工場溶接

溶接場所

すみ肉溶接

完全溶込溶接

高力ボルト締付け施工法の確認 [8.14.5](7.4.8)

トルシア形高力ボルトの締付け検査

1)外観検査及び超音波探傷試験(完全溶込溶接のみ)によるものとし、方法及び合否判定は

　　　自社基準による。検査は下表を対象とする。

1)外観検査及び超音波探傷試験(完全溶込溶接のみ)によるものとし、方法は日本建築学会

　　「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・ 同解説」による。合否判定は原則として

1)高力ボルトの締付け作業開始時に、工事で採用する締付け施工法に関する確認作業を行う。

2)確認の方法は、JASS 6 6.5[締付け施工法の確認]に準じるものとする。

改修標準仕様書[8.13.8(a)]による

[8.14.7](7.4.8)

JIS形高力ボルトの締付け検査

改修標準仕様書[8.13.8(b)]による

[8.14.7](7.4.8)

標準ホ゛ルト張力

標準ボルト張力(単位:kN)

262

M24M22

226

M20

182

M16

117

M12

62.6

ねじの呼び

(ホ゛ルトの等級)

2種(S10T、F10T)

*すべり試験

・ すべり耐力試験　　　　・ すべり係数試験

・ 行わない　　　・ 行う　　(摩擦面の状態　　　　　　　　　　　　　　　)

[8.14.2](7.4.2)

スタット゛溶接部の受入れ検査

溶接完了後、ハンマーにより15度打撃曲げ検査を行う。本数は100本又は梁・ 柱材1個に溶接

した本数のいずれか少ない方を1ロットとし、1ロットにつき1本とする。

[8.16.6](7.7.6)

既存腰壁、アルミサッシ取り壊し前にカッター入れを行い既存柱・梁を損傷しないこと。

騒音,粉塵,落下防止等、十分考慮して施工すること。

・ 平均深さで2～5mm(最大で5～7mm)程度の凹面を、全体にわたってつける。ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。

・ はつり出し

※ 探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

スリット部の配管等の探査

4.スリットの施工 形状

　　　※ 完全スリット　　　　　・部分スリット

備考確認強度(kN)
引張試験

設計引張強度は、図示による。

ピッチ(mm)アンカー径

施工管理技術者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[8.1.6](7.1.4)

2. 鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

溶接条件

適用箇所

・ 図示　　　　　・ 柱、梁、ブレース、　　のフランジ端部の完全溶け込み溶接部

3.鋼材の材質
使　　　用　　　箇　　　所種　類　の  記　号 規 　格　 等

※  SS400  ・  SN400 ※ ブレース構成材　　・ 　

・ 　　 ・ 　　

・ 　　 ・ 　　

・ 　　 ・ 　　

4.高力ボルト 区分

・ トルシア形高力ボルト　2種(S10T)(建築基準法に基づき認定を受けたもの)

・ JIS形高力ボルト　2種(F10T)(JIS B 1186(摩擦接合用高力ボルト)

高力ボルトの径　

※ 図示　　　　・ 　

すべり係数試験

※ 行わない　　・ 行う

※ JIS規格

※ JIS規格

※ JIS規格

※ 図示　　　　　・ 　

※ 適用する　　　・ 適用しない

[8.2.9](7.2.2)

[8.2.10](7.2.5)

14.仮組み ・ 実施する　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)　※ 実施しない　　[8.13.10]

13.溶融亜鉛メッキ

材料亜鉛メッキの種別 適用箇所

最小板厚6.0mm以上の形鋼、4.5mm以上の鋼板
※ 図示最小板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板
・ 　普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

最小板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

めっき作業はJIS認定工場において行う。

素地ごしらえは、JIS H 8641溶融亜鉛メッキ作業標準による。

　・A種(HDZ55)

　・B種(HDZ45)

　・C種(HDZ35)

11.溶接工法 スカラップの形状

・ 改良型　　　・ 　

エンドタブの切除

・ 行う　　　　適用箇所:・ 全て　・ 構造図(　　　)による

・ 行わない

12.錆止め塗料 工場製作の素地調整は、ショット(グリッド)ブラストによる。 [7.3.2](18.3.2)
下記錆止め塗料を工場２回、現場１回塗りとする。

ただし、コンクリートに接する摩擦接合面及び高力ボルト接合部摩擦面は塗布しない。

(改修標準仕様書8.16.2による。)

鉄鋼面

錆止め塗料種別 適用箇所
・ JIS K5674(鉛・ クロムフリー)(1種) ・補強鉄骨材 A種
・ JASS18 M-111(水系さび止め) ・ 

B種
・ JIS K5674(鉛・ クロムフリー)(2種) ・ 

亜鉛メッキ鉄鋼面

錆止め塗料 適用箇所種別
・ JIS K5629(鉛酸カルシウム) ・ A種
・ JASS18 M-109(変性エポキシ樹脂フ゜ライマー)B種 ・ 
・ JASS18 M-111(水系さび止め)C種 ・ 

9.スタッド スタッドは、JIS B 1198 規格品とし、頭付きスタッドとする。

スタッドボルトが継手プレートに当たる場合は、原則としてプレートを避けて打つ。

(単位　:mm)

スタッド径 L1(首下までのスタッド長)

・ 16φ ※ 120(ダブル)　・ 　 1L

・ 19φ ※ 150(ダブル)　・ 　

・ 

10.ターンバックル JIS A 5540 規格品とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.2.6)

5.縁端距離、ホ゛ルト ※ 構造関係共通図(鉄骨標準図)1　縁端距離及びボルト間隔による [8.1.6](7.3.2)
　　間隔、ゲージ等

6.溶融亜鉛メッキ セットの種類

　　　　高力ボルト

摩擦面の処理

・ りん酸塩処理

すべり耐力の確認方法

・ 図示　　・ 　

7.溶接材料

JIS Z 3211,JIS Z 3214,JIS Z 3312,JIS Z 3313,JIS Z 3315,JIS Z 3320

JIS Z 3313,JIS Z 3183,JIS Z 3351,JIS Z 3352,JIS Z 3353

8.貫通ボルト 材質 (7.2.4)
・ 構造用(JIS B 1220)転造ネジ

・ 建方用(JIS G 3101)

・ SS400　　　・ 　

・ ABR400 　　・ ABR490(ボルト材質SNR490B)　　・SNR400B（溶融亜鉛メッキ）

次の規格品のうち、母材の種類・寸法及び溶接条件に適した種類のものとする。

※ ブラスト処理(表面粗度　50μmRz以上)

・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト(F8T相当)(建築基準法に基づき認定を受けたもの)

種別等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.12.4)(表14.2.2)

 　受けた(株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の

・ 建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評定機関として認定を

・ 監督職員の承諾する製作工場

 　「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｍグレード」以上として国土交通大臣から認定を

 　受けた工場、又は同等以上の能力のある工場

D13 - 25

　　 入熱、パス間温度の

セットの種類

※ JIS規格

76

7

6
4

5

・ ・ 耐候性塗料塗り(ＤＰ)

溶接規準図 (注)f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長 (単位mm)

(1)　隅肉溶接

R≦2

(平継手　T形継手)

●両側に補強すみ肉溶接を付加する

F.V

(2)　部分溶け込み溶接

(3)　完全溶込み溶接

t>16mm
溶接姿勢

t

t≦t1
t/4≦S≦10mm

θ=60° θ=60°

G=0

SS

D1D1
t

t1

121076

2

1

(使用箇所に注意)

厚とすることが望ましい
●軸力が加わる場合のSは母材と同

余盛は(1+0.1S)mm以下とする
●tはt1、t2の小なる方とする
●但し片面溶接の場合はS=tとする

t≦16mm
14～1611～138～107以下

S
t

t2

S

t1 SS

●両側に補強隅肉溶接を付加する

●補強隅肉溶接を付加する

●両側に補強隅肉溶接を付加する  AAG

θ=60°

R≦2

T形突合せ継手余盛

F.V

F.V

F.V

a>4mmの場合

削り面 平継手で板厚が異なるとき

t2

a
t1

5
1

t

t

のとき4mmとする)
f≧0.5mm(ただし、t≧15mm

θ=45°

f
R≦26

●AAG( )内はGCでF.Hの場合

f=t/4

溶接姿勢
t≧19mmt

t>19
12<t≦19
4<t≦12

t≦4

4
3
2
1

余盛の高さmmのど厚 t(mm)

1/3t

2/3t

G=0～2
f

θ=45°(55°)

f

5

89935899
89645899
56645566
Lt1GθLt1Gθ

35°
35°
45°

溶接姿勢
16≦t

12≦t<16
6≦t<12

t  mm
GCMC NGC

f=t/4

25mm以上
L t1

t

t

G
θ

R≦2

f
4

f=t/4

6<t<19mm
溶接姿勢

t

R≦2

f

f
G=0～2(裏はつり後裏溶接)

θ=45°

3

●両側に補強隅肉溶接を付加する

F.V

F.V

899
596
566

899
599
566

45°
35°

45°

35°
35°
45°

Lt1GθLt1Gθ

溶接姿勢
t>19

12≦t≦19
6<t<12

tmm
GCMC NGC

L
25mm以上

L G

f=t/4

t1
t

f

R≦2

θ

7

6<t<19mm
溶接姿勢

t

(裏はつり後溶接)

G=0～2
(裏はつり後溶接)

G=0～2

※ 図面に記載のあるものは図面による。

・高力ホ゛ルト軸力試験を行う

周囲はグラウト用型枠にて隙間なく固定すること。

・ 　　 ・ 　　 ※ JIS規格

　・外部に面する鋼材

　・ 施工図を作成し承認を得ること

　・ 溶接規準図

[8.2.8](7.2.1)

[8.20.4][表8.20.1)

工法

　　　・ ノンピック工法　　　　　・

D10 - 15

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(構造特記仕様書(2))

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-02 ―

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



１ 階 床 伏 図 （１階壁）

Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

Y13

既
存
壁

撤
去

 部分は、既存架台撤去

E
W
2
0

E
W
2
0

E
W
2
0

W
2
0
A

EW20

E
W
2
0

W
2
0
A

E
W
2
0

EW
2
0

E
W
2
0

W
2
0
A

EW20EW20EW20

EW20EW20 EW20

EW20

EW20

EW20EW20EW20

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前）１階床伏図（１階壁）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-03 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



Y1

Y2

Y3
Y4

Y5

Y6

A

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y14
Y15

Y16

B

Y17

X9 X10 X11 X13X4 X6X1 X2 X3

X1 X2 X3 X4 X6 X8 X10 X12 X13X5 X7

Y1

Y2

Y3

Y5

A

Y9

Y11

Y17

Y13

１ 階 床 伏 図 （１階壁）

 部分は、新設架台箇所
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W2
0

E
W2
0

E
W2
0
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A

EW20

E
W2
0

W
2
0
A

E
W
2
0

E
W
20

W
20
A

EW20EW20EW20

EW20EW20 EW20

EW20

EW20

EW20EW20EW20

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修後）１階床伏図（１階壁）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-04 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



G1 G1

W20A W20A

G2 WG1

EW20

Y6 Y9 Y11 Y17 Y6 Y9 Y11 Y17

Ｘ４通り軸組図 Ｘ６通り軸組図

改 修 前

改 修 後

G1 G1

G2 WG1

EW20

Y6 Y9 Y11 Y17 Y6 Y9 Y11 Y17

Ｘ４通り軸組図 Ｘ６通り軸組図

既存CB壁撤去

▽G.L ▽G.L

▽G.L▽G.L

復旧方法は建築図による

W20A W20A

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前・改修後）軸組図（１）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-05 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



G2 WG1

EW20

Y6 Y9 Y11 Y17

WG1

G2

EW20

Y6 Y9 Y11 Y17

WG1

EW20

Ｘ９通り軸組図 Ｘ１０通り軸組図

改 修 前

改 修 後

G2 WG1

EW20

Y6 Y9 Y11 Y17

Ｘ９通り軸組図

WG1

G2

EW20

Y6 Y9 Y11 Y17

WG1

EW20

Ｘ１０通り軸組図

▽G.L ▽G.L

▽G.L▽G.L

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前・改修後）軸組図（２）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-06 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



Y6 Y9 Y11 Y17

WG1

Ｘ１３通り軸組図

改 修 前

改 修 後
Y6 Y9 Y11 Y17

WG1

Ｘ１３通り軸組図

▽G.L

▽G.L

 部分は、既存壁撤去範囲とする

 壁撤去後、防錆処理を行うこと

Y6 Y9 Y11 Y17

Ｘ１１通り軸組図

▽G.L

EW20

W20A

EW20

W20A

EW20
EW20

Y6 Y9 Y11 Y17

Ｘ１１通り軸組図

▽G.L

EW20
EW20

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前・改修後）軸組図（３）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-07 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



X4 X6 X9 X10

WG1 WG1 WG1

EW20 EW20 EW20

X4 X6 X9 X10

B1

EW20

X13

WG1

Ｙ６通り軸組図 Ｙ９通り軸組図

改 修 前

改 修 後X4 X6 X9 X10

WG1 WG1 WG1

EW20 EW20 EW20

X4 X6 X9 X10

B1

EW20

X13

WG1

Ｙ６通り軸組図 Ｙ９通り軸組図

▽G.L ▽G.L

▽G.L ▽G.L

 部分は、既存壁撤去範囲とする

 壁撤去後、防錆処理を行うこと

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前・改修後）軸組図（４）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-08 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



X4 X6 X9 X10

WG1

EW20

X13

WG1

WG1

WG1

Ｙ１１通り軸組図

改 修 前

改 修 後

X4 X6 X9 X10

WG1

X13

WG1

WG1

WG1

Ｙ１１通り軸組図

▽G.L

▽G.L

 部分は、既存壁撤去範囲とする

 壁撤去後、防錆処理を行うこと

EW20
EW20

EW20

EW20

EW20
EW20

EW20

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前・改修後）軸組図（５）)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-09 1/125

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



X4 X6 X9 X10

WG1

X13

WG1 G1

Ｙ１７通り軸組図　Ｓ＝１：１２０

改 修 前

改 修 後

X4 X6 X9 X10

WG1

X13

WG1 G1

Ｙ１７通り軸組図　Ｓ＝１：１２０

▽G.L

▽G.L

 部分は、既存壁撤去範囲とする

 部分は、開口閉塞範囲とする

接着系アンカーD13@200

有孔埋込長8d

D13@200ダブル

（タテ・ヨコ共）

周囲目荒らし

無収縮グラウト圧入

スパイラル筋Φ6@50　周囲

 壁撤去後、防錆処理を行うこと

X9 X10 X11 X13X6

Y9

Y11

Y17

Y13

 部分は、新設架台箇所

機械架台配筋詳細図（凡例）Ｓ＝１：６０

Ｙ１７通り開口閉塞詳細図Ｓ＝１：６０

EW20 EW20 EW20

EW20 EW20 EW20

1S.L

D10@200

新設　機械架台 接着系アンカーD10@200

有孔埋込長8d

折り曲げ加工

接着系アンカーD10@200

有孔埋込長8d　折り曲げ加工

目荒らし　架台新設面

コンクリートFc24

原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（改修前・改修後）軸組図（６）

機械架台・開口閉塞詳細図)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-10 図示

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺



原地区
農業集落排水処理施設改修工事

建屋図②
(（既存図）部材リスト)

農山漁村地域整備交付金事業
（機能強化対策）

S-11 1/80

当初　１回変更　２回変更　　変更

事 業 名

工 事 名

図面の名称

図面番号

契約区分

縮尺




